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表紙の絵

アビガイルはダビデと部下に食べ物を送った。その後，ダビデの前でひれ伏して，仕返しをして罪のない人たちを殺すようなことはしないでほしいと願い出た。（研究記事6の16節を参照。）
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研究記事5

「全ての男性の頭はキリストで[す]」


「全ての男性の頭はキリストで[す]」。コリント第一 11:3

12番の歌 エホバは賛美を受けるにふさわしい方

何を学ぶか*




 1. 妻や子供に対する男性の接し方は，多くの場合，何の影響を受けますか。

「頭」という言葉にはどんなイメージがありますか。家族の頭である男性が妻や子供にどう接するかは，多くの場合，伝統や文化や育った環境の影響を受けます。ヨーロッパに住んでいるヤニータ姉妹はこう言っています。「私が住んでいる地域の人々の心には，女性は男性よりも劣っていて召し使いと同じようなものだ，という考え方が染み付いています」。米国に住むルーク兄弟はこう言います。「父親が息子に，『女はおとなしくしていればいい。女の意見なんか聞く必要はない』と教えることがあります」。しかし，こうした考え方は，エホバが家族の頭に求めているものとは全く違います。（マルコ 7:13と比較。）では，男性はどうすれば家族の良い頭になることができるでしょうか。

 2. 家族の頭はどんなことを知っておく必要がありますか。なぜですか。

2 男性が家族の良い頭になるには，エホバが頭に何を求めているかをまず知る必要があります。また，エホバが頭という立場を定めた理由や，エホバとイエスの手本に倣う方法を知る必要もあります。男性がこうしたことを知るのはなぜ大切でしょうか。家族の頭はエホバからある程度の権限を与えられていて，それをふさわしく用いるよう期待されているからです。（ルカ 12:48後半）






頭であるとはどういうことか


 3. コリント第一 11章3節から，頭という立場についてどんなことが分かりますか。

3 コリント第一 11:3を読む。この節には，エホバが自分の大きな家族をどのように組織しているかが描かれています。「頭」であることには，2つの重要な要素が関係しています。権限と責任です。エホバは頭であり，誰よりも高い地位におられます。そして，天使や人間は皆，神の子供です。それで，神から何かの権限を与えられている場合，その用い方についてエホバから責任を問われることになります。（ロマ 14:10。エフェ 3:14，15）イエスは，会衆に対する権限をエホバから与えられていますが，会衆をどう扱うかについてエホバから責任を問われます。（コリ一 15:27）夫は，妻と子供に対する権限をエホバから与えられていますが，家族にどう接するかについてエホバとイエスから責任を問われます。（ペテ一 3:7）

 4. エホバとイエスにはどんな権限がありますか。

4 エホバは家族の頭なので，子供たちのために決まりを作る権限があります。それを守るよう求める権限もあります。（イザ 33:22）同じように，イエスも会衆の頭なので，会衆のために決まりを作ってそれを守るよう求める権限があります。（ガラ 6:2。コロ 1:18-20）

 5. クリスチャンの家族の頭にはどんな権限がありますか。どんな条件がありますか。

5 エホバやイエスと同じように，クリスチャンの家族の頭にも家族に関する決定をする権限が与えられています。（ロマ 7:2。エフェ 6:4）ただし，条件があります。例えば，決まりを作る時には，聖書の原則に沿ったものにする必要があります。（格 3:5，6）また家族の頭には，自分の家族ではない人のために決まりを作る権限はありません。（ロマ 14:4）子供たちは成長して家を出た後も父親に敬意を示す必要がありますが，父親には家を出た息子や娘に対する頭としての権限はありません。（マタ 19:5）






エホバが頭という立場を定めたのはなぜか


 6. エホバが頭という立場を定めたのはなぜですか。

6 エホバは自分の家族を愛しているので，頭という立場を定めました。これはエホバからの贈り物です。頭という立場があるおかげで，エホバの家族には平和と秩序が見られます。（コリ一 14:33，40）誰が頭かがはっきりしていないと，エホバの家族はばらばらになり，幸せではいられなくなるでしょう。誰が最終判断をし，誰が先頭に立って物事を進めていくかが，分からなくなってしまうからです。

 7. エフェソス 5章25，28節からすると，エホバは夫が妻にどのように接することを望んでいますか。

7 神が定めた頭という立場がそれほど良いものであるなら，多くの女性が夫からひどい扱いを受けたり支配されたりしていると感じているのはなぜでしょうか。それは，多くの男性がエホバの定めた家族のための基準を無視して地元の文化や伝統に従っているからです。自分の欲望を満足させるために妻を虐待する人もいます。例えば，自尊心を高めたり自分の強さを示したりするために，妻を支配しようとするかもしれません。自分を愛するよう強制することはできなくても，恐れさせることはできると考え，その恐れを使って，妻を自分の言いなりにさせようとするのです。* しかし，こうした考え方や行動は全く間違っています。女性が受けるべき尊厳を奪い，エホバを不快にさせることになるからです。（エフェソス 5:25，28を読む。）






家族の良い頭になるには


 8. 男性はどうすれば家族の良い頭になれますか。

8 男性は，エホバとイエスに倣って頭としての権限を用いるなら，家族の良い頭になることができます。エホバとイエスの性質のうち2つを考えましょう。家族の頭は，妻や子どもに接する際，それらの性質をどのように示せるでしょうか。

 9. エホバはどのように謙遜さを示していますか。

9 謙遜さ。エホバは誰よりも賢い方です。それでも，ご自分に仕える者たちの意見に耳を傾けます。（創 18:23，24，32）提案を求めることもあります。（王一 22:19-22）エホバは完全な方ですが，不完全な人間に完全さを求めることはしません。それどころか，ご自分に仕える人たちを助けてくださいます。（詩 113:6，7）聖書の中でも，エホバのことが「助ける方」と表現されています。（詩 27:9。ヘブ 13:6）ダビデ王も，自分が大きなことを成し遂げられたのはエホバが謙遜に助けてくれたからだ，と認めています。（サム二 22:36）

10. イエスはどのように謙遜さを示しましたか。

10 イエスの手本も考えてみましょう。イエスは，主また先生でしたが，弟子たちの足を洗いました。エホバがこの出来事を聖書に記録させたのはなぜでしょうか。家族の頭をはじめ，私たちが皆，イエスの手本に倣えるようにするためです。イエス自身こう言いました。「私はあなたたちのために模範を示しました。あなたたちも同じようにするためです」。（ヨハ 13:12-17）イエスは大きな権限を持っていましたが，仕えてもらうことを期待するのではなく，人に仕えました。（マタ 20:28）



[image: 1. 夫が妻を手伝って，楽しそうに料理している。2. 同じ夫婦が，家族の崇拝を楽しそうに行っている。]

家族の頭は，家事を行ったり家族がエホバとの友情を築けるよう助けたりすることによって，謙遜さと愛を示せる。（11，13節を参照。）





11. 家族の頭はエホバとイエスの謙遜さの手本から何を学べますか。

11 学べること。家族の頭はいろいろな場面で謙遜さを示すことができます。例えば，妻や子供に完全さを期待しません。家族の意見に耳を傾けます。自分の考えとは違う意見でもそうします。米国に住むマーリー姉妹はこう言います。「主人と私は，いつも意見が合うというわけではありません。でも，主人は何かを決める前には必ず私の意見を聞いて，よく考えてくれます。それで，私のことを大切にしてくれているんだなと感じます」。また，謙遜な夫は家事を進んで行います。家事が女性の仕事と見なされている地域に住んでいるとしてもです。確かに，そうするのは簡単なことではありません。なぜでしょうか。レイチェル姉妹はこう言っています。「私が育ったところでは，夫が妻を手伝って皿を洗ったり家の掃除をしたりすると，近所の人や親戚から男らしくないと思われてしまいます。妻の言いなりになっていると思われるんです」。もしあなたの住んでいる地域でも同じような態度が見られるなら，イエスが弟子たちの足を洗ったことを思い出してください。足を洗うことは奴隷の仕事と見なされていたのに，そうしたのです。家族の良い頭は，自分のメンツよりも妻や子供の気持ちを大切にします。では，男性が家族の良い頭になるのに必要なもう1つの性質は何でしょうか。

12. エホバとイエスが私たちを愛していることは，どんなことから分かりますか。

12 愛。エホバはどんなことも愛の気持ちから行う方です。（ヨハ一 4:7，8）私たちを愛し，私たちと友になりたいと思っているので，聖書や組織を通して必要なものを与えてくださっています。また，私たちが愛されていることを実感して安心感を持てるようにしてくださいます。生活に必要なものについてはどうでしょうか。エホバは，「私たちが楽しむあらゆるものを豊かに与えてくださいます」。（テモ一 6:17）間違いをした人には矯正を与えますが，愛を示さなくなるということはありません。愛の気持ちから，私たちのためにイエスを贖いとしてくださいました。イエスも私たちを深く愛し，自分の命を与えてくれました。（ヨハ 3:16; 15:13）エホバとイエスは，自分に忠実な者たちを愛しています。その愛の絆が断ち切られることは決してありません。（ヨハ 13:1。ロマ 8:35，38，39）

13. 家族の頭が妻や子供に愛を示すのが大切なのはなぜですか。（「結婚したばかりの男性が妻の敬意を得るには」という囲みも参照。）

13 学べること。家族の頭がどんなことも愛の気持ちから行うのは，とても大切なことです。なぜでしょうか。使徒ヨハネによると，「自分が見ている兄弟[または家族]を愛さない人は，見たことがない神を愛することはできない」からです。（ヨハ一 4:11，20）家族を愛し，エホバとイエスに倣いたいと思っている男性は，家族がエホバとの友情を築けるように助け，安心感を持てるようにし，生活するのに必要なものを得られるようにします。（テモ一 5:8）また，子供を教え，矯正を与えます。そして，自分の決定が家族のためになり，エホバの良い評判につながるものになるように努力を続けます。家族の頭はどうすればこうした点でエホバとイエスに倣うことができるでしょうか。

結婚したばかりの男性が妻の敬意を得るには


	  自分と妻が「一体」であること，また，ほかの誰も（親も子供も長老たちも）この関係の一部ではないことを認める。（マタ 19:5）



	  自分も妻もそれぞれの新しい役割に順応するのに時間がかかるということを忘れない。（ペテ一 3:7）



	  妻を自分の母親と比較しない。（ガラ 6:4）



	  聖書の原則に合わない文化や伝統に従うことを妻に期待しない。（格 3:5，6。マル 7:13）



	  自分に従うよう要求したりしない。聖書にあるエホバの指示に従うことによって手本を示す。（コリ一 11:3）



	  敬意を示すよう要求したりしない。敬意を示してもらえるような行動をする。（エフェ 5:25。ペテ一 5:3）














家族の頭が行うべきこと


14. 家族の頭は，家族がエホバとの友情を築けるよう助けるために何ができますか。

14 家族がエホバとの友情を築けるように助ける。イエスは父エホバと同じように，弟子たちが強い信仰を保つことを願っていました。（マタ 5:3，6。マル 6:34）家族の頭も，家族が信仰を強く保てるよう助けることを最優先に考えます。（申 6:6-9）それで家族と一緒に，聖書を読んで研究し，集会に出席し，良い知らせを広め，エホバとの友情を深めていくよう努力します。

15. 家族の頭は，家族が安心感を持てるようにするために何ができますか。

15 家族が安心感を持てるようにする。エホバはイエスを愛していることを言葉で表現しました。（マタ 3:17）イエスも弟子たちを愛していることを言葉と行動で示しました。そして弟子たちも，愛していることをイエスに伝えました。（ヨハ 15:9，12，13; 21:16）家族の頭も同じように，妻や子供を愛していることを言葉や行動で示せます。例えば，一緒に聖書を研究できます。家族を愛し，大切に思い，感謝していることを言葉で伝えることもできます。ふさわしい時には，ほかの人もいるところで家族を褒めることができるでしょう。（格 31:28，29）



[image: 兄弟が自動車整備工場で働いている。]

家族の頭は，エホバに喜んでいただくために，家族が生活するのに必要なものを得られるようにしなければならない。（16節を参照。）





16. 家族の頭は，どんなこともする必要がありますか。どんな面で上手にバランスを取る必要がありますか。

16 家族が生活するのに必要なものを得られるようにする。エホバはイスラエル人に，生きていくのに必要なものを与えました。イスラエル人が不従順になったために罰を受けていた間もです。（申 2:7; 29:5）エホバは現代の私たちにも，生きていくのに必要なものを与えてくださっています。（マタ 6:31-33; 7:11）イエスも，自分のもとに来た人たちに食べる物を与えました。（マタ 14:17-20）病気の人たちを治すこともしました。（マタ 4:24）家族の頭も，エホバに喜んでいただくためには，家族が生活するのに必要なものを得られるようにしなければなりません。しかし，上手にバランスを取る必要があります。家族を養うための仕事ばかり行うなら，家族がエホバとの友情を築いたり安心感を持ったりするよう助けることができなくなってしまうからです。

17. エホバとイエスはどのように私たちを教え，矯正してくださいますか。

17 家族を教える。エホバは，私たちのためを思って教え，矯正してくださいます。（ヘブ 12:7-9）イエスも，自分に従う人たちを愛情深く教えます。（ヨハ 15:14，15）イエスは何をすべきかはっきり言いますが，親切な方です。（マタ 20:24-28）そして，私たちが不完全で何度も間違いをすることを分かってくださっています。（マタ 26:41）

18. 家族の良い頭はどんなことを忘れませんか。

18 エホバとイエスに倣う家族の頭は，妻や子供が不完全であることを忘れません。妻や子供に「ひどく怒っ」たりはしません。（コロ 3:19）そうではなく，ガラテア 6章1節の原則を当てはめ，家族を「優しく正」します。自分も不完全であることを忘れません。イエスと同じように，手本で教えるのが一番良いということを理解しています。（ペテ一 2:21）

19-20. 家族の頭は，何かを決める時，どのようにエホバとイエスに倣えますか。

19 家族のことを考えて決定する。エホバはいつでも，自分の家族のためになる決定を下します。例えば，エホバが命を造ろうと思ったのは，自分のためではなく，私たちと生きる喜びを分け合いたいと思ったからです。私たちの罪を許すために独り子を与えてくださったのは，誰かに言われたからではありません。私たちのために，自分から進んでそうしてくださったのです。イエスも人のためになる決定をしました。（ロマ 15:3）とても疲れていた時にも，休むのではなく，大勢の人を教えました。（マル 6:31-34）

20 家族の良い頭は，家族のために賢明な決定をすることが自分の責任の中でも特に難しいものであることをよく知っています。それで，そのことに真剣に取り組みます。何かを決める時には，自分勝手に考えたり感情に流されたりしないようにします。また，良い決定ができるように，進んでエホバに教えていただきます。* （格 2:6，7）そうするなら，自分ではなく家族のことを考えていることになります。（フィリ 2:4）

21. 次の記事では，どんなことを考えますか。

21 家族の頭は，エホバから難しい務めを託されています。そして，その務めの果たし方について，エホバから責任を問われます。それでも，エホバとイエスの手本に倣うよう真剣に取り組むなら，家族の良い頭になれます。そして，妻も自分の務めを果たすなら，結婚生活は幸せなものになります。では，妻は頭という立場をどう見るべきでしょうか。どんな点に難しさを感じることがありますか。次の記事では，こうした点を考えます。







どのように答えますか


	  頭であるとはどういうことですか。



	  家族の頭は謙遜であることをどのように示せますか。



	  家族の頭は家族のためにどんなことを行うべきですか。









16番の歌 王を任命したヤハを賛美する

^ 5節 男性は，結婚すると家族の頭になります。この記事では，頭であるとはどういうことか，エホバが頭という立場を定めたのはなぜか，男性はエホバとイエスの手本から何を学べるかを考えます。2番目の記事では，イエスや聖書に出てくる人たちの手本から夫と妻が何を学べるかを考えます。3番目の記事では，会衆の中で長老たちに与えられている権限について考えます。


^ 7節 一部の映画や演劇や漫画では，夫が妻をひどく扱ったり暴力を振るったりすることが普通のことのように描かれています。こうしたポップカルチャーの影響を受けると，夫が妻を支配するのは間違ったことではない，と考えるようになるかもしれません。


^ 20節 良い決定をすることについて，さらに詳しくは，「ものみの塔」2011年4月15日号13-17ページの「神の誉れとなる決定をする」という記事を参照。






^ （コリ一 11:3） しかし，次のことを知ってほしいと思います。全ての男性の頭はキリストであり，女性の頭は男性であり，キリストの頭は神です。



^ 1節 （マル 7:13） 自分たちが伝える伝統によって神の言葉を否定しているのです。ほかにも，似たようなことをたくさん行っています」。



^ 2節 （ルカ 12:48） しかし，理解せずに打たれるようなことをした人は，少なく打たれます。実際，多く与えられた人には多くのことが要求され，多くを委ねられた人には普通以上のことが要求されます。



^ （コリ一 11:3） しかし，次のことを知ってほしいと思います。全ての男性の頭はキリストであり，女性の頭は男性であり，キリストの頭は神です。



^ 3節 （コリ一 11:3） しかし，次のことを知ってほしいと思います。全ての男性の頭はキリストであり，女性の頭は男性であり，キリストの頭は神です。



^ 3節 （ロマ 14:10） それなのに，あなたはなぜ兄弟を批判するのですか。なぜ兄弟を見下すのですか。私たちは皆，神の裁きの座の前に立つことになります。



^ 3節 （エフェ 3:14， 15） このような訳で，私は父に向かってひざまずきます。 15 その方によって，天と地の全ての家族*が存在するようになりました*。

または，「氏族」。
または，「名前を与えられました」。


^ 3節 （コリ一 15:27） 神は「彼を全てのものの上に立たせた」からです。ここで，「全てのもの」が服従するようになったと述べられているとはいえ，その中に，全てのものをキリストに服従させた方が含まれていないのは明らかです。



^ 3節 （ペテ一 3:7） 同じように，夫の皆さん，知識に基づいて*妻と暮らしてください。女性はより繊細な器ですから，妻を大切に*しましょう。妻たちも皆さんと一緒に，命という惜しみない恵みを受けるのです。妻を大切にするなら，祈りが妨げられることはないでしょう。

または，「思いやりを示しつつ」，「理解を示しつつ」。
または，「尊重」。


^ 4節 （イザ 33:22） エホバは私たちを裁く方， エホバは私たちのために法を定める方， エホバは私たちの王。 私たちを救ってくださる方である。



^ 4節 （ガラ 6:2） 仲間同士，重荷を負い合いましょう。そうすればキリストの律法を実践していることになります。



^ 4節 （コロ 1:18-20） 神の子はまた，体である会衆*の頭です。初めであり，生き返った人々の中の初子です。それで，全ての事柄において最初の者となりました。 19 神は，子を全ての点で完全であるようにすることを喜びました。 20 また，子を通して他の全てのものが，天のものも地上のものもご自分と和解できるようにしました。子が苦しみの杭*に掛けられて流した血により，平和な関係がもたらされるようにしたのです。

用語集参照。
用語集参照。


^ 5節 （ロマ 7:2） 例えば，結婚している女性は，夫が生きている間は律法によって夫とつながれています。しかし，夫が死ぬと，女性は夫の律法から解放されます。



^ 5節 （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバ*が望む指導と助言*によって育ててください。

付録A5参照。
または，「エホバの考えを入れること」。


^ 5節 （格 3:5， 6） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

直訳，「理解」。


^ 5節 （ロマ 14:4） 他人の召し使いを批判するとは，あなたは何者なのですか。その人が立つのも倒れるのも，その人と主人との間でのことなのです。実際，その人は立つようにされます。エホバ*はその人を立たせることができるからです。

付録A5参照。


^ 5節 （マタ 19:5） 『それで，男は父と母から離れて妻にしっかり付き，2人は一体となる』と言いました。



^ 6節 （コリ一 14:33） 神は無秩序の神ではなく，平和の神だからです。 聖なる人たちの他の会衆全てと同じように，



^ 6節 （コリ一 14:40） 全てのことを適正に，取り決めに沿って*行いましょう。

または，「秩序正しく」。


^ （エフェ 5:25） 夫は，キリストが会衆を愛したのと同じように，妻を愛し続けてください。キリストは会衆のために自分を差し出しました。



^ （エフェ 5:28） 同様に，夫は自分の体を愛するように妻を愛するべきです。妻を愛する人は自分を愛しているのです。



^ 7節 （エフェ 5:25） 夫は，キリストが会衆を愛したのと同じように，妻を愛し続けてください。キリストは会衆のために自分を差し出しました。



^ 7節 （エフェ 5:28） 同様に，夫は自分の体を愛するように妻を愛するべきです。妻を愛する人は自分を愛しているのです。



^ 9節 （創 18:23， 24） それでアブラハムは近づいてこう言った。「あなたは本当に，邪悪な人と一緒に正しい人も滅ぼされるのですか。 24 もし町の中に正しい人が50人いるとしたらどうでしょうか。それでも滅ぼされますか。50人の正しい人のためにその町を容赦することはされないのでしょうか。



^ 9節 （創 18:32） アブラハムは言った。「エホバ，どうか，お怒りにならずにもう一度だけ聞いてください。もし10人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「その10人のために，滅ぼすことはしません」。



^ 9節 （王一 22:19-22） ミカヤは言った。「エホバの言葉を聞いてください。私は，エホバが王座に座り，その左右に天の全軍が立っているのを見ました。 20 エホバはこう言いました。『誰がアハブをだましてラモト･ギレアデに行かせ，アハブを倒れさせるか』。1人の者があることを言い，ほかの者は別のことを言いました。 21 すると，1人の天使が進み出てエホバの前に立ち，『私がだまします』と言いました。エホバは，『どのようにするのか』と尋ねました。 22 天使はこう答えました。『私が行って，彼の預言者全てに偽りを語らせます』。神は，『あなたはうまく彼をだませる。行ってそうしなさい』と言いました。



^ 9節 （詩 113:6， 7） 神は身をかがめて天と地を見る。  7 立場が低い人を地面から起き上がらせる。 貧しい人を灰の山*から引き上げる。

もしかすると，「ごみ捨て場」。


^ 9節 （詩 27:9） 顔を隠さないでください。 私を怒りのうちに退けないでください。 あなたは私を助ける方。 私の救いの神，見捨てないでください。放っておかないでください。



^ 9節 （ヘブ 13:6） それで，私たちは勇気を持ってこう言えます。「エホバ*は私を助けてくださる。私は恐れない。人が私に何を行えるだろう」。

付録A5参照。


^ 9節 （サム二 22:36） あなたは救いの盾を私に下さる。 私が優れた者になれるのはあなたが謙遜だから。



^ 10節 （ヨハ 13:12-17） イエスは弟子たちの足を洗い，外衣を着てから，再び食卓に着き，こう言った。「あなたたちにしたことが理解できますか。 13 あなたたちは私を『先生』や『主』と呼びます。それは正しいことです。私はそういう者だからです。 14 それで，主であり先生である私があなたたちの足を洗ったのであれば，あなたたちも足を洗い合うべきです。 15 私はあなたたちのために模範を示しました。あなたたちも同じようにするためです。 16 はっきり言っておきますが，奴隷は主人より偉くなく，遣わされた人は遣わした人より偉くありません。 17 あなたたちはこうしたことを知っていますが，それを実行するとき，幸せです。



^ 10節 （マタ 20:28） 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^ 12節 （ヨハ一 4:7， 8） 愛する皆さん，引き続き愛し合いましょう。愛は神からのものだからです。愛する人は皆，神から生まれ，神を知っています。 8 愛さない人は，神をよく知りません。神は愛だからです。



^ 12節 （テモ一 6:17） 今の体制*で裕福に暮らしている人たちに，高慢にならないように，そして不確かな富にではなく神に希望を抱くように教えて*ください。神は私たちが楽しむあらゆるものを豊かに与えてくださいます。

または，「時代」。用語集参照。
または，「命じて」。


^ 12節 （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^ 12節 （ヨハ 15:13） 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。



^ 12節 （ヨハ 13:1） イエスは，過ぎ越しの祭りの前に，自分がこの世を去って天の父のもとに行くべき時が来たことを知った。そして，世にいて自分に従う人たちを，それまでも愛してきたが，最後まで愛した。



^ 12節 （ロマ 8:35） 誰がキリストの愛から私たちを引き離せるでしょうか。災難，苦難，迫害，飢え，裸，危険，剣であれば引き離せるでしょうか。



^ 12節 （ロマ 8:38， 39） 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。



^ 13節 （ヨハ一 4:11） 愛する皆さん，神がこのように私たちを愛してくださったのですから，私たちも愛し合わなければなりません。



^ 13節 （ヨハ一 4:20） 「神を愛している」と言いながら兄弟を憎んでいる人は，うそつきです。自分が見ている兄弟を愛さない人は，見たことがない神を愛することはできないからです。



^ 13節 （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^ （マタ 19:5） 『それで，男は父と母から離れて妻にしっかり付き，2人は一体となる』と言いました。



^ （ペテ一 3:7） 同じように，夫の皆さん，知識に基づいて*妻と暮らしてください。女性はより繊細な器ですから，妻を大切に*しましょう。妻たちも皆さんと一緒に，命という惜しみない恵みを受けるのです。妻を大切にするなら，祈りが妨げられることはないでしょう。

または，「思いやりを示しつつ」，「理解を示しつつ」。
または，「尊重」。


^ （ガラ 6:4） 一人一人，自分の行いについてよく考えましょう。そうすれば，人と比べて喜ぶのではなく，自分自身のことを喜べます。



^ （格 3:5， 6） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

直訳，「理解」。


^ （マル 7:13） 自分たちが伝える伝統によって神の言葉を否定しているのです。ほかにも，似たようなことをたくさん行っています」。



^ （コリ一 11:3） しかし，次のことを知ってほしいと思います。全ての男性の頭はキリストであり，女性の頭は男性であり，キリストの頭は神です。



^ （エフェ 5:25） 夫は，キリストが会衆を愛したのと同じように，妻を愛し続けてください。キリストは会衆のために自分を差し出しました。



^ （ペテ一 5:3） 神の財産である*人たちに対して威張ったりせず，群れの模範となりましょう。

または，「神から委ねられた」。


^ 14節 （マタ 5:3） 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。



^ 14節 （マタ 5:6） 正しいことを切望している人たちは幸福です。満たされるからです。



^ 14節 （マル 6:34） イエスは舟を下り，大勢の人を見て，かわいそうに思った。羊飼いのいない羊のようだったからである。そして，多くのことを教え始めた。



^ 14節 （申 6:6-9） 私が今日命じるこれらの言葉があなたの心に入っていなければなりません。 7 あなたはその言葉を自分の子にしっかり教え*，家で座るときも，道を歩くときも，寝るときも，起きるときもそれについて話さなければなりません。 8 それを思い起こすためにあなたの手に結び，額*にある帯のようにしなければなりません。 9 それをあなたの家の戸口の柱と門に書きなさい。

または，「繰り返し言い」，「銘記させ」。
直訳，「目の間」。


^ 15節 （マタ 3:17） さらに天から声がした。「これは私の愛する子，私はこの子のことを喜んでいる」。



^ 15節 （ヨハ 15:9） 父が私を愛したように，私はあなたたちを愛しました。いつも私に愛されるようにしていなさい。



^ 15節 （ヨハ 15:12， 13） 私があなたたちを愛した通りにあなたたちが互いを愛すること，これが私のおきてです。 13 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。



^ 15節 （ヨハ 21:16） また2度目に，「ヨハネの子シモン，私を愛していますか」と言った。ペテロは答えた。「はい，主よ，私があなたに愛情を抱いていることをあなたは知っています」。イエスは言った。「私の小さな羊を世話しなさい」。



^ 15節 （格 31:28， 29） 彼女の子供たちは立ち上がって彼女を褒め， 夫も立ち上がって称賛する。 29 「有能な*女性は多いが， あなたは，あなたは誰よりも優れている」。

または，「素晴らしい」。


^ 16節 （申 2:7） エホバ神はあなたがした全てのことを祝福し，あなたがこの広大な荒野を歩いてきたことをよく知っている。この40年間，エホバ神はあなたと共におり，あなたは何にも不足しなかった」』。



^ 16節 （申 29:5） 『私が荒野であなたたちを導いた40年間，あなたたちが着ていた服は擦り切れず，履いていたサンダルはすり減らなかった。



^ 16節 （マタ 6:31-33） それで，心配して，『何を食べるのか』，『何を飲むのか』，『何を着るのか』などと言ってはなりません。 32 これら全ては異国の人々が必死に求めているものです。天の父は，あなたたちがこうしたもの全てを必要としていることを知っています。 33 ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^ 16節 （マタ 7:11） それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天にいる父は，ご自分に求めている人に良いものを与えてくださるのです。



^ 16節 （マタ 14:17-20） 弟子たちは言った。「5つのパンと2匹の魚しかありません」。 18 イエスは，「私の所に持ってきなさい」と言った。 19 そして，草の上に座るよう群衆に指示した。5つのパンと2匹の魚を取り，天を見上げて祈り，パンを割って弟子たちに渡し，次いで弟子たちが群衆に与えた。 20 こうして皆が食べて満足した。余ったかけらを拾うと，12個の籠がいっぱいになった。



^ 16節 （マタ 4:24） イエスの評判はシリア中に広まり，さまざまな病気や苦痛を抱える人全て，邪悪な天使に取りつかれた人や，てんかんがある人，体がまひした人などがイエスの所に連れてこられ，イエスはその人たちを治した。



^ 17節 （ヘブ 12:7-9） 皆さんは矯正*の一環として忍耐する必要があります。神は皆さんを子として扱っています。父親から矯正を受けない子がいるでしょうか。 8 もし皆さんが矯正を受けていないとすれば，子として正式に認められていないことになってしまいます。 9 また，私たちは人間の父親から矯正を受け，父親に敬意を払いました。ではなおのこと，天の父*に従って生きるべきではないでしょうか。

または，「訓練」。
または，「聖なる力によって生活を導いてくださる父」。


^ 17節 （ヨハ 15:14， 15） 私が命じていることを行うなら，あなたたちは私の友です。 15 私はあなたたちをもう奴隷とは呼びません。奴隷は主人が行うことを知らないからです。私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いたことを全てあなたたちに知らせたからです。



^ 17節 （マタ 20:24-28） ほかの10人はそのことを聞くと，その2人の兄弟に対して憤った。 25 しかしイエスは弟子たちを呼び，こう言った。「あなたたちは，国々の支配者が威張り，偉い人たちが権威を振るうことを知っています。 26 あなたたちの間ではそうであってはなりません。偉くなりたい人は奉仕者でなければならず， 27 1番でありたい人は奴隷でなければなりません。 28 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^ 17節 （マタ 26:41） ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。

または，「やる気はあっても」。


^ 18節 （コロ 3:19） 夫の皆さん，妻を愛し続けてください。ひどく怒って*はなりません。

または，「つらく当たって」。


^ 18節 （ガラ 6:1） 兄弟たち，誰かが道を踏み外したなら，たとえ気付かずにそうした場合でも，クリスチャンとして十分に資格がある*皆さんは，その人を優しく*正すことに努めてください。そして，自分も誘惑されることがないように注意してください。

または，「聖なる力に導かれている」。
または，「温和な精神で」。


^ 18節 （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。



^ 19節 （ロマ 15:3） キリストでさえ自分を喜ばせることはしませんでした。「あなたを非難する人たちの非難が私に降り掛かった」と書かれている通りです。



^ 19節 （マル 6:31-34） イエスは言った。「さあ，一緒に静かな場所に行って，少し休みなさい」。出入りする人が多く，食事をする暇もなかったからである。 32 それで一行は舟に乗り，自分たちだけになれる静かな場所に向かった。 33 ところが，それは見られていて，多くの人に知れ渡った。それで全ての町から人々が走っていき，舟より先に着いた。 34 イエスは舟を下り，大勢の人を見て，かわいそうに思った。羊飼いのいない羊のようだったからである。そして，多くのことを教え始めた。



^ 20節 （格 2:6， 7） エホバご自身が知恵を与えてくださるからである。 神の口から知識と識別力が出る。  7 神は正直な人のために，役立つ知恵を蓄え， 高潔に*歩む人のための盾となる。

または，「忠誠を尽くして」。


^ 20節 （フィリ 2:4） 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。








研究記事6

「女性の頭は男性で[す]」


「女性の頭は男性で[す]」。コリント第一 11:3

13番の歌 キリストは私たちの手本

何を学ぶか*




 1. 結婚しようと思っている姉妹は，どんなことを考える必要がありますか。

全てのクリスチャンの頭であるイエス･キリストは，完全な方です。一方，結婚した女性の頭である夫は完全ではありません。そのために問題が生じることがあります。それで，結婚しようと思っているクリスチャンの女性が相手の男性について次のように考えるのは良いことです。「この兄弟が家族の良い頭になると思えるのはどうしてだろう。エホバに仕えることを生活の中で第一にしているだろうか。そうでないとしたら，結婚後にエホバとの絆を保つよう家族を助けてくれるだろうか」。もちろん，自分自身についてもこう考える必要があります。「自分はどんな面で夫婦の幸せに貢献できるだろうか。辛抱強く，寛大だろうか。エホバとの絆は強いだろうか」。（伝 4:9，12）どれほど幸せな結婚生活を送れるかは，結婚前にどんな判断をするかに，かなりの程度懸かっています。

 2. この記事ではどんなことを考えますか。

2 大勢の姉妹たちは夫によく従っています。それは素晴らしいことです。こうした忠実な姉妹たちと一緒にエホバに仕えることができるのは，本当にうれしいことです。この記事では，次の3つの点について考えます。（1）妻はどんな問題にぶつかることがありますか。（2）妻が進んで夫に従うのはなぜですか。（3）クリスチャンの夫婦は，イエス，アビガイル，イエスの母マリアの手本から，従うことについて何を学べますか。






クリスチャンの妻はどんな問題にぶつかるか


 3. どの夫婦も問題にぶつかります。なぜですか。

3 結婚は神からの完全な贈り物ですが，人間は完全ではありません。（ヨハ一 1:8）それで聖書は，結婚する人は「苦難を身に招[く]」とはっきり述べています。（コリ一 7:28）妻がぶつかるかもしれない問題を幾つか考えてみましょう。

 4. 夫に従うと自分の尊厳が傷つく，と感じる妻もいるかもしれません。なぜですか。

4 育った環境によっては，夫に従うと自分の尊厳が傷つく，と感じる妻もいるかもしれません。米国に住むマリソル姉妹はこう言います。「私が育った地域では，女性は男性と平等であるべきだ，と教えられます。エホバが夫を妻の頭に定めたことは理解していますし，妻の立場が誉れあるものだということも分かっています。でも，頭という立場に対してバランスの取れた見方を保つのは簡単ではありません」。

 5. 女性の役割について，聖書に沿わないどんな態度や考え方がありますか。

5 夫が，女性を下に見るような考え方を持っている場合もあるかもしれません。南米に住むイボン姉妹はこう言います。「この辺りでは，男性が食べ終わってから，女性が食べます。女の子は料理や掃除をさせられますが，男の子は母親や姉や妹から何でもしてもらい，王様扱いをされて育ちます」。また，アジアに住む瑛玲姉妹はこう言っています。「中国語には，女性には賢さも能力も必要ないという意味のことわざがあります。女性の役割は家事をすることで，夫に意見を言うこともできません」。こうした，愛が欠けた聖書に沿わない態度や考え方は，妻の生活を大変なものにします。イエスの手本に倣うものではなく，エホバに喜ばれることは決してありません。（エフェ 5:28，29。ペテ一 3:7）

 6. 妻は，エホバとの友情を深めていくためにどんなことをする必要がありますか。

6 前の記事で考えた通り，クリスチャンの夫は，家族がエホバとの友情を築けるように助け，安心感を持てるようにし，生活するのに必要なものを得られるようにするという務めをエホバから託されています。（テモ一 5:8）とはいえ，妻である姉妹たちも，忙しい予定の中から毎日時間を取って，自分で聖書を読み，じっくり考え，エホバに真剣な祈りを捧げる必要があります。そうするには努力が要ります。妻はとても忙しいので，そうしたことを行う時間や体力がないように思えるかもしれません。それでも，時間を取り分けるのは重要なことです。なぜですか。エホバは私たち一人一人がご自分との友情を深めていくことを望んでおられるからです。（使徒 17:27）

 7. どうすれば妻としての務めを果たしやすくなりますか。

7 確かに妻にとって，完全でない夫に従うのは簡単ではないこともあります。それでも，夫に従うべき理由について聖書が述べていることを納得しているなら，エホバから与えられた妻としての務めを果たしやすくなるでしょう。






進んで従うのはなぜか


 8. エフェソス 5章22-24節からすると，クリスチャンの妻が夫に進んで従うのはなぜですか。

8 クリスチャンの妻が夫に進んで従うのは，エホバからそうするよう求められているからです。（エフェソス 5:22-24を読む。）天のお父さんエホバはどんなことも愛の気持ちから行う方で，エホバが求めている通りにすれば，必ず自分のためになります。そのことが分かっているので，クリスチャンの妻はエホバを信頼します。（申 6:24。ヨハ一 5:3）

 9. クリスチャンの妻が頭である夫に従うなら，どんな良いことがありますか。

9 この世界は女性たちに，エホバの基準を無視させ，夫に従うなら尊厳が傷つくと思わせようとしています。そうした考えを広める人たちは，愛情深い神について何も知りません。エホバが自分の大切な娘たちに女性の尊厳が傷つくような命令を与えるはずがありません。エホバから与えられた役割を果たすために頑張っている姉妹たちは，家庭の平和に貢献しています。（詩 119:165）こうした努力は，夫にも，自分にも，子供たちにも，プラスになります。

10. キャロル姉妹の言葉から，どんなことを学べますか。

10 妻は，完全でない夫に従うことによって，頭という立場を定めたエホバへの愛と敬意を示せます。南米に住むキャロル姉妹はこう言います。「夫が間違いをする時にどう反応するかによって，私がエホバとの絆をどれくらい大切にしているかが明らかになります。天のお父さんに喜んでもらいたいので，これからも夫に従っていこうと思います」。

11. アニース姉妹が進んで許すのに何が役立っていますか。姉妹の言葉からどんなことを学べますか。

11 妻は，自分の気持ちや心配を夫が気に留めてくれないと感じると，夫に敬意を示して従うのが難しくなるかもしれません。そういう時どうしているかについて，アニース姉妹はこう言っています。「腹を立てないようにしています。誰でも間違いをするということを思い出します。エホバのように寛大に許すことを目指しています。許すと心が穏やかになります」。（詩 86:5）進んで許すなら，夫に従いやすくなるでしょう。






聖書中の手本から何を学べるか


12. 聖書には，どんな手本が記録されていますか。

12 誰かに従うのは弱い人がすることだ，という考え方があります。でも，それは間違っています。聖書には，心が強くても，従う点で手本になった人たちのことが幾つも記録されています。イエス，アビガイル，マリアについて考えてみましょう。

13. イエスがエホバに従うのはどうしてですか。

13 イエスはエホバに従いました。でもそれは，イエスが賢くなかったからでも，能力がなかったからでもありません。イエスは非常に賢かったからこそ，シンプルに分かりやすく教えることができたのです。（ヨハ 7:45，46）エホバは，イエスの能力を高く評価していたので，宇宙を創造する時，自分のそばでイエスが働くようにしました。（格 8:30。ヘブ 1:2-4）そして，復活したイエスに「天と地における全ての権威」を与えました。（マタ 28:18）イエスは，さまざまな能力がある方ですが，それでも導きを求めてエホバに頼ります。お父さんエホバを愛しているからです。（ヨハ 14:31）

14. （ア）夫は女性に対するエホバの見方から何を学べますか。（イ）夫は格言 31章の言葉から何を学べますか。

14 夫が学べること。エホバは，妻が夫に従うようにしました。でもそれは，女性を男性よりも下に見ているからではありません。そのことは，イエスと共に治める王として，男性だけでなく女性も選んだことから分かります。（ガラ 3:26-29）エホバは，イエスに権限を与えることによって，信頼していることを示しました。同じように，賢い夫も，妻にある程度の権限を与えます。聖書は，有能な妻が果たす役割として，家事を取り仕切ること，土地を買って管理すること，商売を行うことを挙げています。（格言 31:15，16，18を読む。）そのような妻は，意見を言う権利もない奴隷のような存在ではありません。夫から信頼され，意見を聞いてもらえます。（格言 31:11，26，27を読む。）このように，敬意を持って接してもらえるなら，妻は夫に喜んで従いたいと思うことでしょう。



[image: 天にいるイエスが地球の方を手で指し，エホバに導きを求めている。]

有能な妻は，イエスがエホバに従ったことから何を学べるか。（15節を参照。）





15. 妻はイエスの手本から何を学べますか。

15 妻が学べること。イエスは多くのことを成し遂げましたが，頭であるエホバに従うと自分の尊厳が傷つく，とは考えませんでした。（コリ一 15:28。フィリ 2:5，6）同じように，イエスの手本に倣う有能な妻は，夫に従うと自分が下に見られる，と考えることはありません。妻が夫をサポートするのは，夫を愛しているからだけでなく，エホバを愛し，敬っているからです。





[image: アビガイルがダビデと武装した部下たちの前にひざまずいている。召し使いたちは持ってきた食べ物を下ろしている。]

アビガイルはダビデと部下に食べ物を送った。その後，ダビデの前でひれ伏して，仕返しをして罪のない人たちを殺すようなことはしないでほしいと願い出た。（16節を参照。）





16. サムエル第一 25章3，23-28節によると，アビガイルはどんな問題にぶつかりましたか。（表紙の絵を参照。）

16 アビガイルの夫のナバルは，自分勝手で高慢で恩知らずな人でした。それでもアビガイルは，結婚を終わらせて楽な道を行こうとはしませんでした。アビガイルは，ダビデと部下たちが仕返しに来ると聞いた時，黙っていて夫が殺されるままにすることもできたでしょう。しかし，そうするのではなく，ナバルと大勢の家の者たちを守るためにできることを行いました。アビガイルが400人の武装した男たちの前に出て，敬意を込めてダビデを説得するには，かなりの勇気が必要だったでしょう。夫の代わりに謝ることまでしました。（サムエル第一 25:3，23-28を読む。）ダビデはすぐに，エホバがこの勇敢な女性を用いて必要なアドバイスを与えてくれたことに気付きました。おかげで，重大な間違いを犯さずに済みました。

17. 夫はダビデとアビガイルに関する記述から何を学べますか。

17 夫が学べること。アビガイルは機転が利く女性でした。ダビデは賢明にも，アビガイルの言葉を聞き入れました。それで，罪のない人たちを殺さずに済みました。同じように，賢い夫は，重要な決定をする前に，妻の意見をしっかり考慮します。その意見のおかげで，良くない決定をせずに済むこともあるでしょう。

18. 妻はアビガイルの手本から何を学べますか。

18 妻が学べること。妻がエホバを愛し敬うことは，家族のためになります。夫がエホバに仕えていなくても，エホバの基準に従っていなくてもです。エホバへの愛と敬意があるので，聖書に沿わない方法で結婚を終わらせようとはしません。夫に敬意を示して従うことにより，夫がエホバについて学びたいと思ってくれるように努力します。（ペテ一 3:1，2）たとえ夫がエホバに仕えるようにならないとしても，良い妻であろうとする忠実な女性たちのことをエホバは喜んでおられます。

19. 妻はどんな場合には夫に従いませんか。

19 クリスチャンの妻は夫に従うとはいえ，聖書の教えに反することをするよう夫から言われた場合には，その通りにはしません。例えば，エホバの証人ではない夫から，うそをついたり盗んだり，エホバが悲しむようなことを行ったりするよう求められるかもしれません。しかし，妻である姉妹たちを含め，全てのクリスチャンは，まずエホバ神に従う必要があります。それで，聖書の教えに反することをするよう求められたなら，そうできないことを伝え，理由を親切にはっきりと説明します。（使徒 5:29）



[image: ]

20節を参照。*





20. マリアにはエホバとの強い絆があったと言えるのはなぜですか。

20 マリアは，エホバとの強い絆を築いていました。聖書の言葉をよく知っていました。バプテストのヨハネの母エリサベツとの会話の中で，ヘブライ語聖書の表現を20以上使いました。（ルカ 1:46-55）またエホバの天使は，マリアがヨセフと婚約していたにもかかわらず，まずヨセフではなくマリアに現れ，神の子を産むことになるということを直接伝えました。（ルカ 1:26-33）エホバはマリアのことをよく知っていて，独り子イエスを愛し，よく世話してくれると信頼していました。マリアは，イエスが死んで天に復活した後も，エホバとの強い絆を保ったに違いありません。（使徒 1:14）

21. 夫はマリアについての聖書の記述から何を学べますか。

21 夫が学べること。賢い夫は，妻が聖書の言葉をよく知っていることを喜びます。妻に頭の立場を奪われるのではないか，と考えたりはしません。聖書についてよく知っている妻は家族にとって貴重な存在だ，と考えます。妻が夫より高い教育を受けているとしても，家族で聖書を学ぶことをはじめ，崇拝の面で家族を引っ張るのは夫の責任です。（エフェ 6:4）



[image: 姉妹が聖書を読んでいる。]

妻は，聖書を学んでじっくり考えることについてイエスの母マリアから何を学べるか。（22節を参照。）*





22. 妻はマリアから何を学べますか。

22 妻が学べること。妻は夫に従う必要がありますが，自分の信仰を強く保つのは妻自身の責任です。（ガラ 6:5）それで，時間を取り分けて自分で聖書を学び，じっくり考えなければなりません。そうするなら，エホバへの愛と敬意を保ち，夫に喜んで従うことができるでしょう。

23. 夫に従うことは，妻自身，家族，会衆にとってどのようにためになりますか。

23 エホバへの愛の気持ちから夫に従う妻は，エホバが定めた頭という立場を退ける人たちよりも，大きな喜びと満足を味わえます。夫に進んで従う妻は，若い人たちにとって良い手本です。そして，家族だけでなく会衆にも温かい雰囲気をつくり出します。（テト 2:3-5）現在，女性はエホバに忠実に仕える人たちの中で大きな割合を占めています。（詩 68:11）男性であっても女性であっても，私たち全てには会衆での大切な役割があります。次の記事では，それぞれの役割をどのように果たせるかについて考えます。







聖書中の手本から，従うことについて何を学びましたか


	  イエス



	  アビガイル



	  マリア









131番の歌 「神が結び合わせたもの」

^ 5節 エホバが定めた取り決めによると，妻は夫に従う必要があります。それにはどんなことが含まれるでしょうか。クリスチャンの夫や妻は，イエスや聖書に出てくる女性たちの手本から，従うことについて多くを学べます。




^ 68節 写真や挿絵: マリアはバプテストのヨハネの母エリサベツとの会話の中で，ヘブライ語聖書の中の覚えていた表現を幾つも挙げることができた。


^ 70節 写真や挿絵: クリスチャンの妻も，信仰を強く保つために，時間を取り分けて聖書を学ぶ必要がある。






^ （コリ一 11:3） しかし，次のことを知ってほしいと思います。全ての男性の頭はキリストであり，女性の頭は男性であり，キリストの頭は神です。



^ 1節 （伝 4:9） 1人よりも2人がよい。2人で働くことで十分な報酬*が得られるからだ。

または，「より多くの利益」。


^ 1節 （伝 4:12） 1人なら誰かに打ち負かされるかもしれない。しかし2人なら立ち向かえる。三つよりの綱は素早く*断ち切ることができない。

または，「簡単に」。


^ 3節 （ヨハ一 1:8） 「自分には罪がない」と言うなら，私たちは自分を欺いているのであり，心の中に真理がありません。



^ 3節 （コリ一 7:28） とはいえ，結婚するとしても，罪を犯すことにはなりません。また，未婚*の人が結婚するとしても，罪を犯すことにはなりません。しかし，結婚するなら，苦難を身に招きます。私は皆さんにそういう経験をさせたくないと思っています。

または，「童貞」，「処女」。


^ 5節 （エフェ 5:28， 29） 同様に，夫は自分の体を愛するように妻を愛するべきです。妻を愛する人は自分を愛しているのです。 29 誰も自分の体を憎んだりはせず，養って大切にします。キリストも会衆を養って大切にします。



^ 5節 （ペテ一 3:7） 同じように，夫の皆さん，知識に基づいて*妻と暮らしてください。女性はより繊細な器ですから，妻を大切に*しましょう。妻たちも皆さんと一緒に，命という惜しみない恵みを受けるのです。妻を大切にするなら，祈りが妨げられることはないでしょう。

または，「思いやりを示しつつ」，「理解を示しつつ」。
または，「尊重」。


^ 6節 （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^ 6節 （使徒 17:27） 人々が神を知ろうとするため，神を探し求めて本当に見つけるためです。実のところ神は，私たち一人一人から遠く離れてはいません。



^ （エフェ 5:22-24） 妻は，主に従うのと同じように夫に従ってください。 23 夫は妻の頭だからです。キリストが会衆という体の頭であるのと同様です。キリストは会衆の救い主でもあります。 24 会衆がキリストに従っているのと同じように，妻も全ての面で夫に従うべきです。



^ 8節 （エフェ 5:22-24） 妻は，主に従うのと同じように夫に従ってください。 23 夫は妻の頭だからです。キリストが会衆という体の頭であるのと同様です。キリストは会衆の救い主でもあります。 24 会衆がキリストに従っているのと同じように，妻も全ての面で夫に従うべきです。



^ 8節 （申 6:24） エホバは私たちに，これらの全ての規定を守り，幸福がずっと続くためにエホバ神を畏れるようにと命じた。それは今日のように私たちが生き続けるためだ。



^ 8節 （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^ 9節 （詩 119:165） 豊かな平和はあなたの律法を愛する人たちのもの。 その人たちはどんなものにもつまずかない*。

または，「その人たちにとって信仰を妨げるものはない」。


^ 11節 （詩 86:5） エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます。 あなたに呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださいます。



^ 13節 （ヨハ 7:45， 46） そして下役たちが戻ると，祭司長とパリサイ派の人たちは，「どうして彼を連れてこなかったのか」と言った。 46 下役たちは答えた。「あのように話した人はこれまでいませんでした」。



^ 13節 （格 8:30） その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。



^ 13節 （ヘブ 1:2-4） この時代の終わりには，ご自分の子によって私たちに語りました。神は彼を全てのものの相続人*に定め，彼を通してさまざまな体制*をつくりました。 3 神の子は，神の栄光を反映し，神の本質を完全に表していて，力強い言葉によって全てのものを支えています。そして，私たちを罪から清めた後，天で威光に輝く神の右に座りました。 4 こうして神の子は天使たちよりも優れた名*を与えられ，天使たちに勝る者となりました。

用語集参照。
または，「時代」。用語集参照。
または，「立場」。


^ 13節 （マタ 28:18） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。



^ 13節 （ヨハ 14:31） しかし，私が父を愛していることを世の人々が知るために，父が命じた通りにしています。立ちなさい。出掛けましょう。



^ （格 31:1-31） レムエル王の言葉。母親が彼を教えるために与えた重みのある言葉。  2 私の子よ，私は何を言おうか。 私の腹の子よ，何を言おうか。 私の誓約の子よ，何を言おうか。  3 女性たちに力を費やしてはならず， 王たちの破滅につながる歩みをしてはならない。  4 レムエルよ，それは王たちがすべきことではない。 ぶどう酒を飲むのは，王たちがすべきことではなく， 「私の酒はどこにあるのか」というのは，統治者たちが言うべきことではない。  5 飲んで，布告されたことを忘れ， 立場が低い人たちの権利を制限することのないためである。  6 死にかけている人に酒を， ひどく苦しんでいる人にぶどう酒を与えよ。  7 飲ませて貧しさを忘れさせよ。 もう面倒なことを思い出さないようにさせよ。  8 口が利けない人のために語り， 死にかけている全ての人の権利を擁護せよ。  9 口を開いて正しく裁き， 立場が低い人や貧しい人の権利を擁護*せよ。 10 有能な*妻を誰が見つけられるだろうか。 彼女はサンゴ*よりもはるかに貴い。 11 夫は彼女を心から信頼し， 何にも不足しない。 12 彼女は生涯ずっと， 悪ではなく善を行って夫に報いる。 13 羊毛と亜麻を手に入れ， 喜んで自ら働く。 14 商人の船のようで， 遠くから食料を運んでくる。 15 夜が明けないうちに起き， 家の者のために食事を準備し， 召し使いの女性たちにも割り当て分を与える。 16 よく考えた上で，畑を買う。 よく働いて*ブドウ園を造る。 17 きつい仕事のために準備をし*， 力強く腕を動かす。 18 自分の取引が利益を上げることを知っている。 彼女のランプは夜も消えない。 19 手に糸巻き棒を持ち， つむをつかむ*。 20 立場が低い人に手を差し伸べ， 貧しい人たちに気前よく与える。 21 雪が降っても家の者のことを心配しない。 全員，暖かい*服を着ているからである。 22 彼女は自分のベッドカバーを作る。 服は亜麻と紫の羊毛でできている。 23 彼女の夫は町の門の所でよく知られており， そこで土地の長老たちと一緒に座る。 24 彼女は亜麻の衣服*を作って売り， 帯を商人に納品する。 25 力と輝きを身にまとい， 将来について不安を感じない*。 26 口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す*。 27 家で行われる物事を見守り， 働かずにパンを食べることはない。 28 彼女の子供たちは立ち上がって彼女を褒め， 夫も立ち上がって称賛する。 29 「有能な*女性は多いが， あなたは，あなたは誰よりも優れている」。 30 麗しさは時に偽りで，美しさもまたはかない*が， エホバを畏れる女性は称賛される。 31 彼女が行うことに関して報いを与えよ。 彼女の働きを町の門の所で称賛せよ。

または，「言い分を弁護」。
または，「素晴らしい」。
用語集参照。
または，「稼いだもので」。
直訳，「力で腰に帯をし」。
糸巻き棒とつむという棒を使い，繊維を紡いで糸にした。
直訳，「2重の」。
または，「下着」。
または，「将来の日のことを笑う」。
または，「教える時には親切に話す」，「舌には揺るぎない愛の律法がある」。
または，「素晴らしい」。
または，「むなしい」。


^ 14節 （ガラ 3:26-29） 皆さんは，キリスト･イエスへの信仰のゆえに神の子です。 27 キリストへのバプテスマ*を受けた皆さんは，キリストを身に着けました。 28 ユダヤ人もギリシャ人もなく，奴隷も自由民もなく，男性も女性もありません。皆がキリスト･イエスと結ばれて一つになっているからです。 29 さらに，皆さんはキリストのものなのですから，まさにアブラハムの子孫*であり，約束によって財産を受けることになっています*。

用語集参照。
直訳，「種」。
または，「約束による相続人です」。用語集の「相続人」参照。


^ 14節 （格 31:15， 16） 夜が明けないうちに起き， 家の者のために食事を準備し， 召し使いの女性たちにも割り当て分を与える。 16 よく考えた上で，畑を買う。 よく働いて*ブドウ園を造る。

または，「稼いだもので」。


^ 14節 （格 31:18） 自分の取引が利益を上げることを知っている。 彼女のランプは夜も消えない。



^ 14節 （格 31:11） 夫は彼女を心から信頼し， 何にも不足しない。



^ 14節 （格 31:26， 27） 口を開く時には賢く語り， いつも親切の律法に従って話す*。 27 家で行われる物事を見守り， 働かずにパンを食べることはない。

または，「教える時には親切に話す」，「舌には揺るぎない愛の律法がある」。


^ 15節 （コリ一 15:28） 全てのものがキリストに服従させられた後，神の子自身も，全てのものを自分に服従させた方に服従します。こうして，誰にとっても神が全てになるのです。



^ 15節 （フィリ 2:5， 6） キリスト･イエスと同じ考え方をしてください。 6 キリストは神のような方でしたが，神の立場を奪って神と同等になろうなどとは考えませんでした。



^ （サム一 25:3） その人はナバルといい，妻はアビガイルといった。妻は機転が利く美しい人だったが，カレブの子孫である夫は荒っぽくて行状が悪かった。



^ （サム一 25:23-28） アビガイルはダビデを見掛けると，急いでロバから下り，ダビデの前でひれ伏した。 24 そしてダビデの足元に伏して，こう言った。「悪いのはこの私でございます。どうか，申し上げさせてください。私の言葉をお聞きください。 25 どうか，あのどうしようもない男ナバルに心をお向けになりませんように。名前の通りの人ですから。ナバル*がその名前で，分別がない人です。私は，あなたがお遣わしになった部下たちにはお目に掛かりませんでした。 26 それで今，生きている神エホバとあなたに懸けて申し上げます。あなたが流血の罪を犯して自分の手で復讐することがないよう，エホバはあなたをとどめました。あなたの敵と，あなたに危害を加えようとする人がナバルのようになりますように。 27 あなたのために持ってまいりましたこの贈り物*を，あなたに従う部下たちにお与えください。 28 どうか私の違反をお許しください。あなたはエホバの戦いを戦っておられるのですから，エホバは必ずあなたの家系を存続させてくださいます。あなたはこれまでずっと何の悪いこともしてこられませんでした。

意味，「無分別な」，「愚かな」。
直訳，「祝福」。


^ 16節 （サム一 25:3） その人はナバルといい，妻はアビガイルといった。妻は機転が利く美しい人だったが，カレブの子孫である夫は荒っぽくて行状が悪かった。



^ 16節 （サム一 25:23-28） アビガイルはダビデを見掛けると，急いでロバから下り，ダビデの前でひれ伏した。 24 そしてダビデの足元に伏して，こう言った。「悪いのはこの私でございます。どうか，申し上げさせてください。私の言葉をお聞きください。 25 どうか，あのどうしようもない男ナバルに心をお向けになりませんように。名前の通りの人ですから。ナバル*がその名前で，分別がない人です。私は，あなたがお遣わしになった部下たちにはお目に掛かりませんでした。 26 それで今，生きている神エホバとあなたに懸けて申し上げます。あなたが流血の罪を犯して自分の手で復讐することがないよう，エホバはあなたをとどめました。あなたの敵と，あなたに危害を加えようとする人がナバルのようになりますように。 27 あなたのために持ってまいりましたこの贈り物*を，あなたに従う部下たちにお与えください。 28 どうか私の違反をお許しください。あなたはエホバの戦いを戦っておられるのですから，エホバは必ずあなたの家系を存続させてくださいます。あなたはこれまでずっと何の悪いこともしてこられませんでした。

意味，「無分別な」，「愚かな」。
直訳，「祝福」。


^ 18節 （ペテ一 3:1， 2） 同じように，妻の皆さん，夫に従ってください。そうすれば，神の言葉に従順でない夫であっても，言葉ではなく妻の振る舞いによって，引き寄せられるでしょう。 2 皆さんの深い敬意がこもった清い振る舞いを見るからです。



^ 19節 （使徒 5:29） ペテロとほかの使徒たちは答えた。「私たちは，人ではなく神に従わなければ*なりません。

または，「統治者に従うように従わなければ」。


^ 20節 （ルカ 1:46-55） マリアはこう言った。「私はエホバをあがめ， 47 私の心は救い主である神のおかげで喜びにあふれます。 48 神は低い立場にある奴隷の私に目を留めてくださったからです。今後，あらゆる世代の人々が私を幸せな人と言います。 49 強力な神が素晴らしいことをしてくださったからであり，その方の名は聖なるものです。 50 いつの時代も，神はご自分を畏れる人々に憐れみを示されます。 51 神は力強い腕で物事を行い，傲慢な心を持つ者たちを散らされました。 52 権力を持つ人たちをその座から降ろし，身分の低い人たちを高くされました。 53 飢えた人たちを良いもので十分に満たし，裕福な人たちを何も持たせずに去らせました。 54 神はご自分に仕えるイスラエルを助けに来られました。憐れみをお忘れになりません。 55 父祖たちにお告げになった通り，アブラハムとその子孫に憐れみを永久に示されるのです」。



^ 20節 （ルカ 1:26-33） その6カ月目に，天使ガブリエルは，神からナザレというガリラヤの町に遣わされた。 27 ダビデの子孫のヨセフという男性と婚約していた処女のもとにである。その名前はマリアといった。 28 天使は来て，言った。「こんにちは，あなたは大いに恵まれた人です。エホバはあなたと共におられます」。 29 しかしマリアはこの言葉にひどく戸惑い，このあいさつはどういうことなのだろうと考えた。 30 天使は言った。「マリア，恐れることはありません。あなたは神の恵みを得ました。 31 あなたは妊娠して*男の子を産みます。イエスと名付けなさい。 32 その子は偉大な者となり，至高者の子と呼ばれます。エホバ神は父ダビデの王座を彼に与え， 33 彼は王としてヤコブの子孫を永久に治めます。その王国に終わりはありません」。

または，「胎内に子を宿して」。


^ 20節 （使徒 1:14） 皆，思いを一つにしてひたすら祈り続けた。何人かの女性，イエスの母親マリア，イエスの弟たちも一緒だった。



^ 21節 （エフェ 6:4） 父親は，子供をいら立たせないようにし，エホバ*が望む指導と助言*によって育ててください。

付録A5参照。
または，「エホバの考えを入れること」。


^ 22節 （ガラ 6:5） 人はそれぞれ，自分の荷*を自分で負うのです。

または，「責任」。


^ 23節 （テト 2:3-5） 同じように年長の女性も，神を畏れる人にふさわしい振る舞いをし，中傷せず，酒に溺れず，善いことを教えるべきです。 4 そうすれば，若い女性に次のことについて助言を与えられる*でしょう。夫を愛すること，子供を愛すること， 5 健全な考え方をすること，貞潔であること，家事をこなすこと，善良であること，夫に従うことです。そのように行動すれば，神の言葉が悪く言われることはないでしょう。

または，「意識させることができる」，「訓練を施せる」。


^ 23節 （詩 68:11） エホバは命令を出す。 良い知らせを広める女性は大軍を成している。








研究記事7

会衆で長老に与えられている権限を理解する


「キリスト[は]会衆という体の頭であ[り，]会衆の救い主でもあります」。エフェソス 5:23

137番の歌 忠実な女性たち

何を学ぶか*




 1. エホバの家族が一致しているのはなぜですか。

エホバの家族の中にいられるのは，本当に素晴らしいことです。この家族が平和と一致を楽しんでいるのはなぜでしょうか。1つの理由は，エホバが定めた頭という立場に敬意を示すよう，家族全員がいつも努力しているからです。頭という立場についての理解が深まるほど，一致の絆は強まります。

 2. この記事ではどんな点を学びますか。

2 この記事では，会衆内での権限について学びます。また，次の点についても学びます。姉妹たちにはどんな役割がありますか。兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭である，ということになりますか。長老たちが兄弟姉妹に対して持っている権限は，家族の頭が妻や子供に対して持っている権限と同じですか。ではまず，姉妹たちに対する正しい態度について考えましょう。






姉妹たちに対する正しい態度


 3. どうすれば姉妹たちに対する感謝を深めることができますか。

3 会衆の姉妹たちは，家族のために一生懸命働き，良い知らせを熱心に伝え，仲間を進んで支えています。私たちはそうした姉妹たちに感謝しています。感謝の気持ちを深めるために，エホバとイエスが姉妹たちをどう見ているかを考えましょう。女性に対する使徒パウロの態度からも学べます。

 4. 聖書によると，エホバは女性も男性も大切にしています。なぜそう言えますか。

4 聖書によると，エホバは女性も男性も大切にしている。例えば1世紀には，エホバは女性にも男性にも聖なる力を与え，さまざまな言語で話すといった奇跡を行えるようにしました。（使徒 2:1-4，15-18）キリストと共に治めるよう聖なる力によって選ばれた人たちの中には，男性だけでなく女性もいます。（ガラ 3:26-29）地上で永遠に生きるという報いは，女性にも男性にも与えられます。（啓 7:9，10，13-15）そして，良い知らせを伝えて教える務めは，女性と男性の両方に与えられています。（マタ 28:19，20）「使徒の活動」には，プリスキラという姉妹のことが記録されています。プリスキラと夫のアクラは，十分に教育を受けたアポロが聖書の教えをより正確に理解できるように助けました。（使徒 18:24-26）

 5. ルカ 10章38，39，42節からすると，イエスが女性の尊厳を認めていたと言えるのはなぜですか。

5 イエスは女性の尊厳を認めていた。パリサイ派の人たちは，女性を下に見ていたので，人前で話し掛けることはしませんでした。聖書について女性と話し合うことなど，当然ありませんでした。しかし，イエスはパリサイ派に倣ったりはしませんでした。弟子たちと重要な聖書の教えについて話し合う時，女性も参加できるようにしました。* （ルカ 10:38，39，42を読む。）また，伝道旅行に一緒に行くことを許しました。（ルカ 8:1-3）さらに，自分が復活したことを使徒たちに伝えるという重要な務めを託すこともしました。（ヨハ 20:16-18）

 6. 使徒パウロは女性に対してどのように敬意を示しましたか。

6 使徒パウロは女性に敬意を示した。パウロはテモテに，女性に敬意を示すことの大切さを教えました。「年長の女性には母親に対するように，若い女性には姉や妹に対するように……接してください」と言いました。（テモ一 5:1，2）パウロは，テモテがクリスチャンとして成長できるようにいろいろと助けました。それでも，「聖なる書物」についてテモテに最初に教えたのはテモテの母親と祖母だった，ということを認めていました。（テモ二 1:5; 3:14，15）パウロは，ローマのクリスチャンに宛てた手紙の中で，姉妹たちの名前を挙げてあいさつを送りました。姉妹たちの奉仕者としての働きに目を留めただけでなく，感謝を言葉で伝えることもしたのです。（ロマ 16:1-4，6，12。フィリ 4:3）

 7. これからどんなことを考えますか。

7 ここまで考えたことから分かる通り，姉妹たちが兄弟たちより劣っているというのは聖書の教えではありません。愛情深く寛大な姉妹たちは会衆の宝です。長老たちは，姉妹たちが会衆の平和と一致に貢献してくれていることに感謝しています。では，エホバが姉妹たちに特定の状況で頭の覆いを着けるよう求めているのはなぜでしょうか。兄弟だけが長老や援助奉仕者に任命されるということは，兄弟であれば誰もが会衆の姉妹たちの頭である，ということになるのでしょうか。考えてみましょう。






兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭なのか




[image: 天の王座に着いているイエスの上に，エホバの栄光が降り注いでいる。その下には，会衆の集会，家族の崇拝，1人で勉強している姉妹の様子が描かれている。8，11-14節で，それぞれについて説明されている。]



 8. エフェソス 5章23節からすると，兄弟であれば誰もが姉妹の頭である，ということですか。

8 兄弟であれば誰もが会衆の姉妹たちの頭である，ということになりますか。そうではありません。姉妹たちの頭はキリストです。（エフェソス 5:23を読む。）家族の中では，夫に妻に対する権限が与えられています。息子は，バプテスマを受けているとしても母親の頭ではありません。（エフェ 6:1，2）会衆では，長老たちに兄弟姉妹に対する権限が与えられていますが，それは限られたものです。（テサ一 5:12。ヘブ 13:17）親と一緒に住んでいない独身の姉妹についてはどうでしょうか。引き続き親に敬意を示しますが，父親はその姉妹にとって頭ではありません。姉妹は長老にも敬意を示しますが，長老たちは姉妹の頭ではありません。会衆では，兄弟にとっても姉妹にとっても，頭はイエス一人だけです。



[image: 姉妹が1人で勉強している。]

独身の人が親と一緒に住んでいない場合，その人の頭は父親ではなくイエス。（8節を参照。）





 9. 姉妹たちが頭の覆いを着けるべき時があるのはなぜですか。

9 確かにエホバは，兄弟たちを任命して会衆で教えることや崇拝の面で率先するよう取り決めていますが，姉妹たちにはそのような権限を与えていません。（テモ一 2:12）なぜでしょうか。イエスを男性の頭として定めたのと同じ理由です。会衆の秩序を守るためです。本来であれば兄弟たちが行うことを姉妹が行わなければならない場合には，エホバは頭の覆いをすることを姉妹に求めています。* （コリ一 11:4-7）エホバは，姉妹たちの尊厳を傷つけようとしているのではありません。ご自分が定めた頭という立場に敬意を示してほしいと思っているのです。では次に，家族の頭と長老たちにはどんな権限が与えられているかを考えましょう。

姉妹はどんな場合に頭の覆いを着ける必要があるか




[image: 姉妹が野外奉仕のための集まりを司会している。姉妹は椅子に座って，スカーフで頭を覆っている。]



この点を判断するために，以下の3つの質問について考えることができます。

	1. バプテスマを受けた兄弟がいる所で，代表して祈ったり聖書から教えたりすることになるだろうか。（コリ一 11:4，5）



	2. バプテスマを受けた兄弟がその場にいないとしても，本来であれば兄弟に割り当てられる務めを行うことになるだろうか。（テモ一 2:11，12。ヘブ 13:17）



	3. 結婚している場合，夫がいる所で，代表して祈ったり聖書から教えたりすることになるだろうか。（コリ一 11:3）





1つでも当てはまるものがあるなら，頭の覆いを着ける必要があります。どれも当てはまらないのであれば，頭の覆いを着ける必要はありません。*










家族の頭と長老たちに与えられている権限


10. 長老たちが会衆のために決まりを作ろうとすることがあるのは，なぜですか。

10 長老たちは，キリストを愛し，エホバとイエスから託されている「羊」も愛しています。（ヨハ 21:15-17）良い動機から，自分を会衆の中で父親のような存在と考える長老もいるかもしれません。家族の頭が家族を守るために決まりを作れるのであれば，長老も神の羊を守るために決まりを作れる，と考えるのです。また，兄弟姉妹の中には，長老たちを自分の頭のように考えて，長老たちに代わりに判断してもらおうとする人もいるかもしれません。では，会衆の長老たちには家族の頭と同じ権限が与えられていますか。



[image: 長老が集会で話をしている。]

長老たちは，会衆の兄弟姉妹がエホバとの友情を築けるように助け，安心感を持てるようにする。また，会衆を道徳面で清く保つ責任をエホバから与えられている。（11-12節を参照。）





11. 家族の頭に与えられている権限と長老に与えられている権限は，どんなところが似ていますか。

11 使徒パウロによると，家族の頭に与えられている権限と長老に与えられている権限には似ている点があります。（テモ一 3:4，5）エホバは妻や子供が家族の頭に従うことを望んでいます。（コロ 3:20）そして，会衆の兄弟姉妹が長老たちに従うことも望んでいます。一方，エホバが家族の頭と長老たちに求めているのは，それぞれに託された人たちがエホバとの友情を築けるように助け，安心感を持てるようにすることです。家族の頭が妻や子供を助けるように，長老たちは大変な状況にある会衆の兄弟姉妹を助け，支えます。（ヤコ 2:15-17）さらにエホバは，長老たちや家族の頭が会衆や家族の中でエホバの基準が大切にされるように見守ることを求めています。それと同時に，聖書に「書かれている事柄を越え」ないようにしてほしいとも思っています。（コリ一 4:6）





[image: 兄弟が家族の崇拝を司会している。]

家族の頭は，妻や子供を教え導く権限をエホバから与えられている。家族を愛する頭は，何かを決める前に妻に相談する。（13節を参照。）





12-13. ローマ 7章2節からすると，家族の頭に与えられている権限は長老に与えられている権限とどのように違いますか。

12 しかし，長老に与えられている権限と家族の頭に与えられている権限には，はっきりとした違いもあります。エホバは長老たちに，会衆の人を裁き，罪を犯して悔い改めない人を会衆から除く権限を与えています。（コリ一 5:11-13）

13 一方，エホバが家族の頭には与えているものの長老には与えていない権限もあります。例えば家族の頭は，家族のために決まりを作ってそれを守らせる権限を与えられています。（ローマ 7:2を読む。）それで，子供のために門限を決めることができます。また，子供がその決まりを守らないなら罰を与えることもできます。（エフェ 6:1）もちろん，家族を愛する頭は家の決まりを作る前に妻に相談するでしょう。夫婦は「一体」だからです。* （マタ 19:6）






会衆の頭であるキリストに敬意を示す




[image: 天の王座に着いているイエスの上に，エホバの栄光が降り注いでいる。]

イエスは，頭であるエホバに従いつつ，会衆に指示を与える。（14節を参照。）





14. （ア）マルコ 10章45節によると，エホバがイエスを会衆の頭として任命したのはなぜですか。（イ）統治体の役割は何ですか。（「統治体の役割」の囲みを参照。）

14 エホバは，贖いによって会衆の一人一人の命を買い取りました。（マルコ 10:45を読む。使徒 20:28。コリ一 15:21，22）それで，命を贖いとして差し出したイエスを会衆の頭として任命しました。私たちの頭であるイエスには，個々の人や家族や会衆全体の行動に関する決まりを作り，それを守らせる権限があります。（ガラ 6:2）しかし，イエスは決まりを作るだけではなく，私たち一人一人を養って大切にします。（エフェ 5:29）

統治体の役割




[image: 統治体の兄弟たちが会合を開いている。]



統治体の成員は，仲間の兄弟姉妹の信仰の主人ではありません。（コリ二 1:24）統治体は，イエス･キリストが会衆の頭であることを認めています。そして，イエスが弟子たちに述べた，「あなたたちは皆，兄弟……です」という言葉に心から同意しています。（マタ 23:8）また，兄弟姉妹を深く愛し，助けになることは何でも行いたいと思っています。統治体は，頭であるキリスト･イエスに従いつつ，指示を与え，世界中のエホバの証人を組織しています。支部委員会の成員や巡回監督を任命します。（エフェ 4:7-13）そして，巡回監督は会衆の長老を任命します。（使徒 14:23。テト 1:5）統治体は，神からの教えや聖書に基づく指示を与える責任をとても真剣に考えています。この責任を果たすために，どのような方法を用いているでしょうか。手紙や出版物やJW Broadcastingがあります。また，いろいろな学校や集会や大会も計画しています。（使徒 15:22-35）自然災害などの大変な事態が生じたなら，統治体は兄弟姉妹への愛の気持ちから，すぐに必要な援助を行います。*





15-16. マーリー姉妹とベンジャミン兄弟の言葉から何を学べますか。

15 キリストは，姉妹たちを世話するよう兄弟たちを任命しています。姉妹たちは，そうした兄弟たちの指示に従うことによって，キリストに敬意を示すことができます。米国に住むマーリー姉妹はこう言います。「私は，妻また会衆の姉妹としての自分の役割を本当に大切に思っています。確かに，エホバが定めた頭という立場に対する敬意を深めるには，努力が必要です。でも，そうするのがすごく大変ということはありません。夫も会衆の兄弟たちも，私のことを大切にし，私の働きに感謝してくれるからです」。多くの姉妹たちも同じように感じています。

16 兄弟たちは，姉妹たちに敬意を持って接するなら，頭という立場を正しく理解していることを示せます。英国に住むベンジャミン兄弟はこう言います。「集会では，姉妹たちのコメントからたくさんのことを学べます。聖書を学んだり宣教を上手に行ったりするためのアイデアも，すごく参考になります。姉妹たちの働きは本当に貴重だと思います」。

17. 頭という立場に敬意を示すべきなのはなぜですか。

17 会衆の全ての人が，男性も女性も家族の頭も長老たちも，頭という立場を正しく理解して敬意を示すなら，会衆には平和が行き渡ります。そして何よりも，愛情深い天のお父さんエホバへの賛美となるのです。（詩 150:6）







どのように答えますか


	  会衆の姉妹たちに対する正しい態度とは，どのようなものですか。



	  兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭である，ということになりますか。



	  家族の頭に与えられている権限は，長老に与えられている権限とどのように違いますか。









123番の歌 神の秩序にいつでも従う

^ 5節 会衆の中で，姉妹たちにはどんな役割がありますか。兄弟であれば誰もが姉妹たちの頭である，ということになりますか。長老たちには家族の頭と同じ権限が与えられていますか。この記事では，聖書中の例を取り上げながら，これらの質問について考えます。


^ 5節 「ものみの塔」2020年9月号の「姉妹たちの支えになりましょう」という記事の6節を参照。


^ 9節 「姉妹はどんな場合に頭の覆いを着ける必要があるか」の囲みを参照。


^ 13節 家族がどの会衆で奉仕するかを誰が決めるのかについては，「ものみの塔」2020年8月号の「会衆の兄弟姉妹に敬意を示しましょう」という記事の17-19節を参照。




^ 59節 この点について詳しくは，「自分を神の愛のうちに保ちなさい」の本の209-212ページを参照。




^ 64節 統治体の役割についてさらに詳しくは，「ものみの塔」2013年7月15日号20-25ページを参照。






^ （エフェ 5:23） 夫は妻の頭だからです。キリストが会衆という体の頭であるのと同様です。キリストは会衆の救い主でもあります。



^ 4節 （使徒 2:1-4） さて，ペンテコステの祭りの日，弟子たちは皆一緒に同じ場所にいた。 2 突然，激しい風が吹き付けるような音が天からして，彼らが座っていた家全体に響き渡った。 3 そして，炎のような舌が幾つも現れ，散っていって一人一人の上に1つずつとどまり， 4 皆が聖なる力に満たされ，さまざまな言語*で話し始めた。聖なる力が，話せるようにしたのである。

または，「舌」。


^ 4節 （使徒 2:15-18） この人たちは，あなた方が思うように酔っているのではありません。今は朝の9時なのです。 16 それどころか，これは預言者ヨエルを通して言われたことです。 17 『神は言う。「終わりの時代に，私は聖なる力をあらゆる人に注ぐ。あなたたちの息子や娘は預言し，若者は幻を見，老人は夢を見る。 18 その時代に，私は聖なる力を私の男奴隷と女奴隷にも注ぎ，彼らは預言する。



^ 4節 （ガラ 3:26-29） 皆さんは，キリスト･イエスへの信仰のゆえに神の子です。 27 キリストへのバプテスマ*を受けた皆さんは，キリストを身に着けました。 28 ユダヤ人もギリシャ人もなく，奴隷も自由民もなく，男性も女性もありません。皆がキリスト･イエスと結ばれて一つになっているからです。 29 さらに，皆さんはキリストのものなのですから，まさにアブラハムの子孫*であり，約束によって財産を受けることになっています*。

用語集参照。
直訳，「種」。
または，「約束による相続人です」。用語集の「相続人」参照。


^ 4節 （啓 7:9， 10） その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。 10 そして大声でこう叫び続ける。「私たちが救われたのは，王座に座っておられる私たちの神と，子羊のおかげです」。



^ 4節 （啓 7:13-15） すると，長老の1人が私に言った。「白くて長い衣服を着たこの人たちは誰でしょうか。どこから来たのでしょうか」。 14 それで私がすぐその長老に，「それはあなたが知っておられます」と言うと，彼は私に言った。「これは大患難から出てくる人たちです。この人たちは，自分の長い衣服を子羊の血で洗って白くしました。 15 そのため，神の王座の前にいて，神殿で昼も夜も神に神聖な奉仕をしています。そして，王座に座っておられる方は，この人たちをご自分の天幕で覆います。



^ 4節 （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 4節 （使徒 18:24-26） さて，アレクサンドリア生まれのアポロというユダヤ人がエフェソスに着いた。雄弁で，聖書によく通じていた。 25 この男性はエホバ*の道を教えられており，聖なる力によって熱意に燃え，イエスに関する事柄を正確に話したり教えたりしていたが，ヨハネのバプテスマしか知らなかった。 26 アポロは会堂で大胆に話し始めた。プリスキラとアクラは彼が話すのを聞き，連れていって，神の道をより正確に説明した。

付録A5参照。


^ （ルカ 10:38， 39） さて，一行は進んでいき，イエスはある村に入った。そして，マルタという女性がイエスを客として家に迎えた。 39 マルタにはマリアという姉妹がいたが，マリアは主イエスの足元に座って，主が話すの*をずっと聞いていた。

または，「主の教え」。直訳，「彼の言葉」。


^ （ルカ 10:42） でも，必要なのはわずかなもの，というより1つだけです。マリアは良いものを選びました。それが彼女から取り上げられることはありません」。



^ 5節 （ルカ 10:38， 39） さて，一行は進んでいき，イエスはある村に入った。そして，マルタという女性がイエスを客として家に迎えた。 39 マルタにはマリアという姉妹がいたが，マリアは主イエスの足元に座って，主が話すの*をずっと聞いていた。

または，「主の教え」。直訳，「彼の言葉」。


^ 5節 （ルカ 10:42） でも，必要なのはわずかなもの，というより1つだけです。マリアは良いものを選びました。それが彼女から取り上げられることはありません」。



^ 5節 （ルカ 8:1-3） その後すぐ，イエスは町から町へ，村から村へと旅をし，神の王国の良い知らせを広めた。12人が一緒にいた。 2 邪悪な天使から解放され病気を癒やされた女性たちもいた。邪悪な天使7人を追い出してもらった，マグダレネと呼ばれるマリア， 3 また，ヘロデ家の管理人クーザの妻ヨハンナ，スザンナ，その他多くの女性たちである。この女性たちは，自分の持ち物を使ってイエスと使徒たちに仕えていた。



^ 5節 （ヨハ 20:16-18） イエスは，「マリア！」と言った。マリアは向き直ると，ヘブライ語で，「ラボニ！」（「先生」という意味）と言った。 17 イエスは言った。「私にすがり付くのはやめなさい。私はまだ父のもとへ上っていません。でも，私の兄弟たちの所に行って，こう伝えなさい。『私は，私の父であなたたちの父である方，私の神であなたたちの神である方のもとへ上る』」。 18 マリア･マグダレネは行って，「主を見ました！」と弟子たちに知らせ，イエスが言ったことを伝えた。



^ 6節 （テモ一 5:1， 2） 年長の男性を厳しく批判してはなりません。父親に対するように接し*，若い男性には兄や弟に対するように， 2 年長の女性には母親に対するように，若い女性には姉や妹に対するように全く清い心で*接してください。

または，「お願いし」。
または，「貞潔に」。


^ 6節 （テモ二 1:5） あなたの偽善のない信仰を思い出すからです。あなたの祖母ロイスと母ユニケがまず，そのような信仰を抱きました。そして，あなたも抱いていることを私は確信しています。



^ 6節 （テモ二 3:14， 15） あなたは，自分が学び，納得して信じるようになった事柄から離れないようにしなさい。あなたはそれを誰から学んだかを知っており， 15 幼い時から聖なる書物に親しんできました。その書物はあなたを賢くし，キリスト･イエスへの信仰による救いを得られるようにします。



^ 6節 （ロマ 16:1-4） 皆さんに，ケンクレアの会衆*の奉仕者である，私たちの姉妹フォイベを紹介*します。 2 聖なる人にふさわしく，主に従う人として彼女を迎え入れ，何でも必要な援助をしていただくためです。フォイベは私や他の多くの人を助けてくれました。 3 キリスト･イエスに従って共に働く仲間，プリスカとアクラに，私からのあいさつを伝えてください。 4 この2人は私のために命を懸けてくれた人たちで，私だけでなく国々の全ての会衆も感謝しています。

用語集参照。
または，「推薦」。


^ 6節 （ロマ 16:6） 皆さんのために力を尽くしたマリアによろしく。



^ 6節 （ロマ 16:12） 主に従って力を尽くしている女性，トリファナとトリフォサによろしく。主に従って力を尽くしてきた，私たちの愛する女性ペルシスによろしく。



^ 6節 （フィリ 4:3） 共に忠実に働く仲間であるあなた*にもお願いします。この女性たちを今後も援助してください。2人は，クレメンスやほかの仲間たちと一緒に，良い知らせを広めるために私と肩を並べて一生懸命働いて*きました。こうした人たちの名前は命の書に記されています。

特定の兄弟のことと思われる。
または，「苦闘して」。


^ （エフェ 5:23） 夫は妻の頭だからです。キリストが会衆という体の頭であるのと同様です。キリストは会衆の救い主でもあります。



^ 8節 （エフェ 5:23） 夫は妻の頭だからです。キリストが会衆という体の頭であるのと同様です。キリストは会衆の救い主でもあります。



^ 8節 （エフェ 6:1， 2） 子供は，主に喜ばれるよう*親に従ってください。そうするのは正しいことです。 2 「父と母を敬いなさい」とあり，これは約束を伴う最初の命令です。

または，「主と結ばれている」。


^ 8節 （テサ一 5:12） 兄弟たち，次のことをお願いします。皆さんの中で一生懸命に働き，主に仕えつつ皆さんを監督し助言を与えている人たちに，敬意を払ってください。



^ 8節 （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^ 9節 （テモ一 2:12） 女性が教えたり男性に権威を振るったりすることを，私は許可しません。女性は静かにしている*べきです。

または，「いつも穏やかである」。


^ 9節 （コリ一 11:4-7） 男性が祈ったり預言したりする時に頭を覆うなら，自分の頭を辱めることになります。 5 一方，女性が祈ったり預言したりする時に頭を覆わないなら，自分の頭を辱めることになります。頭をそられた女性同然だからです。 6 女性は覆いを着けないなら，髪を切るべきなのです。しかし，女性にとって髪を切ったりそったりするのは恥なのですから，覆いを着けるべきです。 7 男性は頭を覆うべきではありません。男性は神に似た者として造られたのであり，神の栄光だからです。一方，女性は男性の栄光です。



^ （コリ一 11:4， 5） 男性が祈ったり預言したりする時に頭を覆うなら，自分の頭を辱めることになります。 5 一方，女性が祈ったり預言したりする時に頭を覆わないなら，自分の頭を辱めることになります。頭をそられた女性同然だからです。



^ （テモ一 2:11， 12） 女性は全く従順に，静かに*学ぶべきです。 12 女性が教えたり男性に権威を振るったりすることを，私は許可しません。女性は静かにしている*べきです。

または，「穏やかな態度で」。
または，「いつも穏やかである」。


^ （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^ （コリ一 11:3） しかし，次のことを知ってほしいと思います。全ての男性の頭はキリストであり，女性の頭は男性であり，キリストの頭は神です。



^ 10節 （ヨハ 21:15-17） 弟子たちが朝食を終えると，イエスはシモン･ペテロに言った。「ヨハネの子シモン，これら以上に私を愛していますか」。ペテロは答えた。「はい，主よ，私があなたに愛情を抱いていることをあなたは知っています」。イエスは言った。「私の子羊を養いなさい」。 16 また2度目に，「ヨハネの子シモン，私を愛していますか」と言った。ペテロは答えた。「はい，主よ，私があなたに愛情を抱いていることをあなたは知っています」。イエスは言った。「私の小さな羊を世話しなさい」。 17 そして3度目に，「ヨハネの子シモン，私に愛情を抱いていますか」と言った。3度目に，「私に愛情を抱いていますか」と言われ，ペテロは悲しくなって，こう言った。「主よ，あなたは全て分かっています。私があなたに愛情を抱いていることを知っています」。イエスは言った。「私の小さな羊を養いなさい。



^ 11節 （テモ一 3:4， 5） 家庭を立派に治め*，子供をよくしつけて従わせているべきです。 5 （自分の家庭を治められないのであれば，神の会衆*を世話することなどできるでしょうか。）

または，「管理し」。
用語集参照。


^ 11節 （コロ 3:20） 子供の皆さん，いつも親に従ってください。そうすれば，主にとても喜ばれます。



^ 11節 （ヤコ 2:15-17） 兄弟や姉妹が，着る物を持っておらず，その日に食べる物も十分にないとします。 16 それなのに，皆さんのうちの誰かが，「安心して過ごしてください。温かくして，たくさん食べてください」と言うだけで，体に必要な物をその人に与えないなら，何の価値があるでしょうか。 17 同じように信仰も，行動が伴っていないなら，死んでいるのです。



^ 11節 （コリ一 4:6） さて，兄弟たち，私は皆さんのために，こうしたことを私とアポロに当てはめて*論じてきました。「書かれている事柄を越えてはならない」という点を学んでもらい，皆さんが思い上がって人をひいきしたり見下したりすることのないためです。

または，「置き換えて」。


^ （ロマ 7:2） 例えば，結婚している女性は，夫が生きている間は律法によって夫とつながれています。しかし，夫が死ぬと，女性は夫の律法から解放されます。



^ 12節 （コリ一 5:11-13） それで，私は今こう書きます。兄弟と呼ばれる人で，性的に不道徳な人*，貪欲な人，偶像を崇拝する人，ののしる人，酩酊する人，脅し取る人がいれば，そのような人とは接するのをやめなさい。一緒に食事をしてもなりません。 12 私は外部の人たちを裁く立場にあるでしょうか。皆さんは内部の人たちを裁くのであり， 13 神が外部の人たちを裁くのではありませんか。「皆さんの中から悪い人を除きなさい」。

用語集の「性的不道徳」参照。


^ 13節 （ロマ 7:2） 例えば，結婚している女性は，夫が生きている間は律法によって夫とつながれています。しかし，夫が死ぬと，女性は夫の律法から解放されます。



^ 13節 （エフェ 6:1） 子供は，主に喜ばれるよう*親に従ってください。そうするのは正しいことです。

または，「主と結ばれている」。


^ 13節 （マタ 19:6） それで，2人はもはや別々ではなく，一体です。ですから，神が結び合わせた*ものを，人が離してはなりません」。

直訳，「くびきでつないだ」。


^ （マル 10:45） 人の子でさえ，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来たのです」。



^ 14節 （マル 10:45） 人の子でさえ，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来たのです」。



^ 14節 （使徒 20:28） 自分自身と群れ全体に注意を払ってください。神が聖なる力によって皆さんを群れの監督に任命しました。神の会衆を牧者として世話するためであり，その会衆を神は自分の子の血によって買い取ったのです。



^ 14節 （コリ一 15:21， 22） 死が1人の人を通して来たので，死者の復活も1人の人を通して来ます。 22 アダムのゆえに全ての人が死んでいくように，キリストのゆえに全ての人が生かされるのです。



^ 14節 （ガラ 6:2） 仲間同士，重荷を負い合いましょう。そうすればキリストの律法を実践していることになります。



^ 14節 （エフェ 5:29） 誰も自分の体を憎んだりはせず，養って大切にします。キリストも会衆を養って大切にします。



^ （コリ二 1:24） 私たちは皆さんの信仰の主人ではありません。皆さんの喜びのために働く仲間です。皆さんは自分の信仰で立っているからです。



^ （マタ 23:8） しかしあなたたちは，ラビと呼ばれてはなりません。あなたたちの先生はただひとりであり，あなたたちは皆，兄弟だからです。



^ （エフェ 4:7-13） 私たちは一人一人が惜しみない親切を受け，キリストから無償の贈り物*を与えられました。 8 こう述べられています。「その方は高い所に昇った時，捕虜を連れ去り，人々という贈り物を与えました」。 9 この「昇った」という表現からすると，それ以前に，低い所つまり地上に降りたことが明らかではないでしょうか。 10 降りたその方が，全ての天のはるか上に昇ったのです。全てのものを満たす*ためです。 11 そしてその方は，ある人を使徒，ある人を預言者，ある人を福音伝道者*，ある人を牧者また教える人として与えました。 12 その人たちは聖なる人たちを正し*，奉仕し，キリストの体を力づけ*ます。 13 そのおかげで私たちは皆，信仰の一致と，神の子についての正確な知識の一致に達し，十分に成長した人*となり，キリストの背丈*に達するようになります。

または，「能力」。
または，「全てのことを実現させる」。
または，「良い知らせを伝える人」。
または，「訓練し」。
または，「建て」。
または，「大人」。
または，「域」。


^ （使徒 14:23） さらに，会衆ごとに長老たちを任命し，断食をして祈り，彼らをエホバ*に委ねた。彼らが神を信じていたからである。

付録A5参照。


^ （テト 1:5） 私があなたをクレタに残したのは，私の指示通りに問題*を正し，それぞれの町に長老たちを任命してもらうためです。

または，「不十分な点」。


^ （使徒 15:22-35） そこで，使徒や長老たちは会衆全体と共に，自分たちの中から選んだ人たちをパウロとバルナバと一緒にアンティオキアに遣わすことに決めた。バルサバと呼ばれるユダとシラスであり，兄弟たちの中で大きな責任を担っている人たちだった。 23 そして，彼らを通して以下のような手紙を送った。 「皆さんの兄弟である使徒や長老たちから，アンティオキア，シリア，キリキアにいる異国人の兄弟たちへ。あいさつを送ります。 24 こちらから行ったある人たちが，私たちから何の指示も受けていなかったのに，いろいろなことを言って皆さんを煩わせ，信仰を損なおうとしていることを聞きましたので， 25 私たちは，人を選んで，愛するバルナバとパウロと共に皆さんのもとに遣わすことを全員一致で決定しました。 26 主イエス･キリストの名のために命を捧げてきた2人と共に， 27 ユダとシラスを遣わします。同じことを口頭でも伝えるためです。 28 というのは，聖なる力によって私たちは，次の必要な事柄以外，皆さんに何の重荷も加えないのがよいと考えたからです。 29 すなわち，偶像に犠牲として捧げられた物，血，絞め殺された*動物，性的不道徳*を避けていることです。これらのものから注意深く身を守っていれば，皆さんは穏やかに暮らせます。健やかにお過ごしください*」。 30 こうして，この人たちは送り出されてアンティオキアに下り，皆を集めて手紙を渡した。 31 人々はそれを読んで，励ましの言葉を喜んだ。 32 ユダとシラスは，預言者でもあったので，何度も話をして兄弟たちを励まし，力づけた。 33 2人はそこでしばらく過ごした後，兄弟たちから温かく見送られ，自分たちを遣わした人々のもとに戻っていった。 34* ― 35 しかし，パウロとバルナバはアンティオキアにとどまって教え，ほかの多くの人と一緒にエホバ*の言葉の良い知らせを広めた。

または，「殺して血を抜いていない」。
ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
結びのあいさつの表現。
付録A3参照。
付録A5参照。


^ 17節 （詩 150:6） 生きている全てのものはヤハを賛美せよ。 ヤハを賛美せよ*！

または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。









[image: スティーブン･ハーディー]



ライフ･ストーリー

エホバは私を「真っすぐに進ませて」くださいました

スティーブン･ハーディーの語った経験


ある若い兄弟に「好きな聖句は何ですか」と聞かれた時，私は迷わずこう答えました。「格言 3章5，6節です。『心を尽くしてエホバに頼れ。自分の考えに頼ってはならない。どんな道を行く時にも神のことを考えよ。そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる』という聖句です」。この言葉通り，エホバは私を真っすぐに進ませてくださいました。そのことについてお話ししましょう。





両親が正しい道を教えてくれた


私の両親は結婚する前，1920年代に真理を学びました。私は1939年に生まれました。イギリスで育ち，両親と一緒に集会に行き，神権宣教学校に入りました。初めての話をした時のことを，今でもよく覚えています。演台から顔が出るように，箱の上に立ちました。私はまだ6歳で，聴衆の大人たちを見てとても緊張しました。



[image: 子供の頃のスティーブン･ハーディーが両親や他の人たちと伝道しているところ。大会で行われる公開講演の主題が書かれたポスターを持っている。]

両親と街路伝道をしているところ





野外奉仕で使えるように，家の人に伝えたいことを父がカードに印字してくれました。8歳の時，初めて1人で家を訪問しました。家の人がカードを読んで，「神を真とすべし」の本を受け取ってくれたので，私は大喜びし，走っていって父に伝えました。伝道や集会が楽しかったので，私はエホバに全時間仕えたいと思うようになりました。

父が私のために「ものみの塔」の予約購読を申し込んでくれてから，聖書がいっそう好きになりました。郵送されてくる雑誌を毎号，夢中で読みました。エホバをますます信頼するようになり，やがてエホバに献身しました。

1950年にニューヨークで開かれた「拡大する神権政治大会」に，家族で出席しました。8月3日，木曜日は，「宣教者の日」でした。その日，後に統治体の一員になったケアリー･バーバー兄弟が，バプテスマの話をしました。話の最後に，兄弟がバプテスマ希望者たちに2つの質問をした時，私も立ち上がって「はい！」と言いました。まだ11歳でしたが，それが重大な決定だということは分かっていました。ところが，泳げなかったので，水に入るのが怖く感じました。叔父がプールまで付いてきてくれて，大丈夫だよと言ってくれました。実際，足の裏がプールの底に触れる間もないほど，あっという間に終わりました。1人の兄弟が私を抱えてバプテスマを施し，別の兄弟が私をプールから引き上げてくれました。その重要な日から，エホバはずっと私を真っすぐに進ませてくださいました。






エホバに頼る生き方を選ぶ


学校を卒業した後，開拓奉仕をしたかったのですが，先生たちに大学に行くよう勧められました。私は断り切れず大学に行きましたが，しばらくして，勉強しながらクリスチャンとしてしっかりやっていくことはできないと気付き，退学することにしました。エホバによく祈り，退学の意思を伝える丁寧な手紙を書いて，1年目の終わりに大学をやめました。エホバが必ず支えてくださると信じて，すぐに開拓奉仕を始めました。

1957年7月，ウェリングボローという町で全時間奉仕を始めました。私はロンドン･ベテルの兄弟たちに，経験のある開拓者の兄弟を紹介してもらっていました。バート･ベイジーという勤勉な兄弟がいろいろアドバイスしてくれて，野外奉仕のしっかりした予定を立てることができました。会衆には，年配の姉妹6人と，ベイジー兄弟と私しかいませんでした。集会のために準備し，毎回，話や実演などをしたので，エホバに頼って信仰を表す機会がたくさんありました。

兵役を拒否したためにしばらく刑務所に入れられた後，私は特別開拓者のバーバラという姉妹と出会いました。私たちは1959年に結婚し，どこででも奉仕するつもりでいました。最初に割り当てられたのは，イングランド北西部にあるランカシャーでした。1961年1月，私はロンドン･ベテルで開かれた1カ月間の王国宣教学校に招待されました。学校の最後に，旅行する奉仕を行うように言われて，びっくりしました。バーミンガム市で2週間，バーバラと一緒に，経験のある巡回監督からいろいろ教えてもらいました。それから，ランカシャー州とチェシャー州で旅行する奉仕をしました。






エホバへの信頼は裏切られない


1962年8月の休暇中に，私たちは支部から手紙を受け取りました。何と，ギレアデ学校の申込書が同封されていました。私とバーバラはよく祈ってから申込書に記入し，指示通りすぐに支部に送りました。5カ月後，私たちは第38期のギレアデ学校に行くために，ニューヨーク市ブルックリンに向かっていました。聖書に基づく10カ月間の教育を受けるのです。

ギレアデでは，神の言葉や組織についてだけでなく，世界中の兄弟たちについても学びました。まだ20代半ばだった私たちは，クラスメートたちからも学ぶことがたくさんありました。教訓者の1人だったフレッド･ラスク兄弟と毎日一緒に働けたのは，素晴らしい経験でした。兄弟は特に，いつも正しい助言をすることの大切さを教えてくれました。助言は必ず聖書に基づいていなければならない，ということです。ほかにも，経験のある兄弟たちが講義をしてくださいました。ネイサン･ノア兄弟，フレデリック･フランズ兄弟，カール･クライン兄弟などです。A･H･マクミラン兄弟はとても謙遜で，私たち生徒にとって素晴らしい手本でした。兄弟は，1914年から1919年の初めごろの試練の時期に，エホバがどのように組織を導いたかを教えてくれました。






違う国での奉仕


学校の終わりの方で，ノア兄弟から，私とバーバラはアフリカのブルンジに行くことになる，と言われました。急いでベテルの図書室に行き，ブルンジにどれくらい伝道者がいるか見ようと，「年鑑」を開きました。ところが，ブルンジの情報はどこにも載っていません。私たちにはなじみがないアフリカ大陸にある，まだ全く伝道が行われていない国に行くのです。不安でいっぱいになりましたが，熱烈に祈って気持ちを落ち着かせました。

ブルンジでは，気候も文化も言語も，何もかもがそれまでの生活とは全く違っていました。フランス語を覚えなければならず，住む所を探すのも大変でした。ブルンジに到着した2日後に，ギレアデのクラスメートだったハリー･アーノット兄弟が，もともと奉仕していたザンビアに戻る途中に会いに来てくれました。アパートを探すのを手伝ってくれて，そこが最初の宣教者ホームになりました。ところが，程なくして私たちは，エホバの証人のことを何も知らない役人たちから反対を受けるようになりました。奉仕が楽しくなってきた頃に，役人たちから，労働許可証がなければ国にとどまることはできないと言われました。残念なことに，私たちは国を出なければならず，今度はウガンダという別の国に行くことになりました。

ビザなしでウガンダに行くことに不安がありましたが，エホバに頼ることにしました。ウガンダの必要の大きな所で奉仕していたカナダ人の兄弟が，私たちの状況を入国管理官に説明してくれて，私たちは滞在許可を申請できるよう数カ月の猶予をもらうことができました。うまく事が運んだので，エホバの助けを確信しました。

ウガンダの状況は，ブルンジとはかなり違っていました。全国にエホバの証人は28人しかいなかったものの，伝道はすでに行われていました。区域には英語を話せる人がたくさんいました。しかし間もなく，関心がある人たちの成長を助けるには，たくさんある現地語を少なくとも1つ覚えないといけないことが分かりました。私たちが奉仕を開始したカンパラ周辺では，大勢の人がガンダ語を話していたので，その言語を学ぶことにしました。流ちょうに話せるようになるまで数年かかりましたが，大きな成果がありました。聖書を学んでいる人たちが何を必要としているのか，よく分かるようになりました。その人たちが心を開いて，学んでいることについてどう思っているか話してくれるようになりました。






各地への“探検旅行”




[image: 1. アフリカの地図。スティーブン･ハーディーが奉仕した場所が示されている。2. スティーブンがバンの外で折り畳み椅子に座っている。3. スティーブンの最初の妻バーバラがプラスチックのたらいで野菜を洗っている。]

ウガンダでの“探検旅行”





真理を知りたいと思う謙遜な人たちを探すのを楽しんでいたところ，思いがけずさらに素晴らしい機会を与えられました。旅行する奉仕で国中を回ることになったのです。ケニア支部の指示の下，特別開拓者たちが必要とされている場所を探すために，私たちは“探検旅行”に出掛けました。それまでエホバの証人に会ったことがなかった人たちから，何度も温かいもてなしを受けました。私たちを歓迎してくれて，食事を出してくれることもありました。

別の“探検旅行”もしました。私はカンパラから列車で2日かけて，ケニアの港町モンバサに行き，そこから船で，インド洋に浮かぶセーシェル諸島に行きました。その後，1965年から1972年にかけて，バーバラと一緒に定期的にセーシェルを訪問しました。その間に，伝道者が2人しかいなかった所にグループができ，やがて活発な会衆になりました。ほかにも“探検旅行”で兄弟たちに会いに，エリトリアやエチオピアやスーダンに行きました。

その頃，ウガンダでは軍事クーデターが起き，政治情勢が大きく変わりました。続く混乱の時期に，「カエサルのものはカエサルに……返しなさい」という指示に従うことの大切さを痛感しました。（マル 12:17）ある時，在留外国人は皆，最寄りの警察署で登録を行うよう求められました。私たちはすぐに従いました。数日後，私ともう1人の宣教者がカンパラで車に乗っていたところ，秘密警察に止められました。とても不安でした。スパイの容疑をかけられて警察本部に連れていかれたので，自分たちは平和に宣教を行っているだけだと言いました。既に登録もしてあると言って抗議しましたが，警官たちは聞く耳を持ちませんでした。私たちは逮捕され，宣教者ホームの最寄りの警察署に車で連行されました。そこにいた係の人が，私たちが登録したことを覚えていて，釈放されるようにしてくれたので，本当にほっとしました。

当時，軍によって封鎖された道路を通るたびに緊張しました。検問していた兵士たちがお酒をかなり飲んでいた時は，特にそうでした。でも毎回，祈って気持ちを落ち着かせ，無事に通してもらえました。残念なことに，1973年，外国から来た宣教者たちは皆ウガンダから出るよう命じられました。



[image: スティーブンが謄写版印刷機を使っている。]

アビジャンにあるコートジボワール支部で「わたしたちの王国宣教」を謄写版で印刷しているところ





今度は西アフリカのコートジボワールで奉仕することになりました。またしても大きな変化でした。全く違う文化を学び，再び常にフランス語を話し，いろいろな国から来た宣教者たちとの生活に慣れなければなりませんでした。でも，謙遜で誠実な人たちが次々に良い知らせを受け入れるのを見て，またエホバの導きを実感しました。私たちがエホバに頼ったので，エホバは真っすぐに進ませてくださいました。

ある時，突然バーバラががんと診断されました。ヨーロッパを行き来して治療を受けましたが，1983年には，アフリカで奉仕を続けるのは無理だということがはっきりしました。バーバラも私もひどく落ち込みました。






状況がまた変わる


私たちはロンドン･ベテルで奉仕するようになりましたが，バーバラはがんが徐々に進行し，やがて亡くなりました。ベテル家族がよく支えてくれて，特にある夫婦が，私が悲しみを乗り越えてエホバを信頼し続けられるように助けてくれました。後に，私はベテルのコミューターのある姉妹と出会いました。姉妹は特別開拓者として奉仕したことがあり，エホバを本当に愛していて，クリスチャンとして素晴らしい人でした。その姉妹アンと私は1989年に結婚し，ずっとロンドン･ベテルで奉仕しています。



[image: スティーブン･ハーディーと妻のアン]

イギリスの新しいベテルで，妻のアンと





1995年から2018年まで，私は本部代表（以前は地帯監督と呼ばれていた）として奉仕させていただき，60近い国々を訪問しました。どの国でも，エホバに仕える人たちがどんな状況に置かれてもエホバから祝福される様子を目の当たりにしました。

2017年には，訪問で再びアフリカに行くことができました。アンにブルンジを見せてあげることができ，伝道者がたくさん増えているのを見て，とてもうれしく思いました。私が1964年に家から家の伝道でよく歩いていた所に，今では立派なベテル･ホームが立ち，国内の伝道者数は1万5500人を超えています。

2018年の訪問の予定を受け取った時，私は大喜びしました。訪問する国の中にコートジボワールがあったからです。かつて首都だったアビジャンに到着した時，ふるさとに戻ったような気持ちになりました。ベテルの電話帳を見ていると，私たちがいたゲストルームの隣の部屋にいた兄弟は，ソースーという懐かしい名前でした。ソースーは，私が以前アビジャンにいた時に都市の監督だった兄弟です。でも人違いでした。隣にいたのは，そのソースー兄弟の息子だったのです。

エホバはご自分の言葉の通りにしてくださいました。大変なことをいろいろ経験して学んだことですが，私たちがエホバを信頼するなら，エホバは必ず真っすぐに進ませてくださいます。これからも，新しい世界に向かって明るさを増していく道を，いつまでも歩んでいきたいと思います。（格 4:18）









^ （格 3:5， 6） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

直訳，「理解」。


^ （マル 12:17） イエスは言った。「カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。その人たちはイエスの答えにとても驚いた。



^ （格 4:18） しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。








きっかけは笑顔







[image: ヘレンがカートの横に立ってほほ笑んでいる。2人の女性が通り過ぎている。]



2人の若い女性が，フィリピンのバギオ市のオフィス街を歩いていました。公共エリア伝道のカートに気付きましたが，近づきはしませんでした。カートの横に立っていたヘレンという姉妹は，2人ににっこりとほほ笑み掛けました。女性たちはそのまま通り過ぎましたが，ヘレンの優しい笑顔が印象に残りました。

その後，2人はバスに乗って帰宅する途中に，王国会館に掲げられたjw.orgの大きなサインを目にしました。そして，昼間に見たカートにあったのと同じサインだと気付きました。2人はバスを降り，王国会館の門の所にあった案内板を見て，幾つかの会衆の集会の予定をチェックしました。



[image: 同じ女性たちが王国会館でヘレンを見てほほ笑んでいる。]



2人は早速，集会に行ってみることにしました。王国会館に入ると，何とそこにいたのはヘレンでした。2人はすぐに，あの素敵な笑顔の人だ，と分かりました。ヘレンはこう言います。「2人が近寄ってきた時，少し緊張しました。何か悪いことでもしてしまったのかと思ったんです」。でも女性たちはヘレンに事情を説明しました。

その若い女性たちは，集会やいろいろな人との会話を楽しみ，居心地がいいと感じました。集会後に王国会館の掃除が行われているのを見て，手伝いたいと言ったほどです。その後，女性たちの1人は別の国に引っ越しましたが，もう1人は集会に出席するようになり，聖書レッスンも始めました。全てのきっかけは，1人の姉妹の笑顔でした。











研究記事8

試練に遭っても喜びを失わない


「私の兄弟たち，さまざまな試練に遭う時，それを喜ばしいことと考えましょう」。ヤコブ 1:2

111番の歌 喜びはあふれる

何を学ぶか*




1-2. マタイ 5章11節によると，私たちは試練に遭ってもどう感じることができますか。

イエスは弟子たちが幸せになると約束しましたが，試練に遭うとも言いました。（マタ 10:22，23。ルカ 6:20-23）私たちはキリストの弟子であることに喜びを感じますが，大変なことが起こる場合もあります。家族から反対されたり，政府から迫害されたり，同僚やクラスメートから悪いことをするように圧力をかけられたりすることを考えると，不安になるかもしれません。

2 普通，迫害されて喜ぶ人はいません。しかし聖書は，喜ぶようにと言っています。例えばイエスの弟子ヤコブは，試練に遭う時に参ってしまうのではなく，それを喜ばしいことと考えるよう勧めました。（ヤコ 1:2，12）イエスも，迫害されても幸福だと言っています。（マタイ 5:11を読む。）試練に遭っても，どうすれば喜びを失わずに済むでしょうか。ヤコブが初期クリスチャンたちに書いた手紙の幾つかの点から，多くのことを学べます。まず，当時のクリスチャンがどんな問題にぶつかったか考えましょう。






1世紀のクリスチャンはどんな試練に遭ったか


 3. ヤコブがイエスの弟子になって間もなく，どんなことが起きましたか。

3 イエスの異父兄弟ヤコブが弟子になって間もなく，エルサレムにいたクリスチャンたちは反対を受けるようになりました。（使徒 1:14; 5:17，18）ステファノが殺されると，多くのクリスチャンがエルサレムから逃げ，「ユダヤとサマリアの全域に散らされ」ました。キプロスやアンティオキアまで行った人たちもいました。（使徒 7:58–8:1; 11:19）クリスチャンたちはとても大変な経験をしたことでしょう。それでも，行った先々で熱心に良い知らせを伝え，ローマ帝国全域に幾つもの会衆ができました。（ペテ一 1:1）しかし，もっと大変なことが待ち受けていました。

 4. 初期クリスチャンたちは，ほかにどんな試練に遭いましたか。

4 初期クリスチャンたちは，さまざまな試練に遭いました。例えば西暦50年ごろ，ローマ皇帝クラウディウスが全てのユダヤ人に，ローマから出ていくよう命じました。それで，クリスチャンになったユダヤ人たちは，家を捨ててどこかに移住しなければなりませんでした。（使徒 18:1-3）西暦61年ごろ，使徒パウロは，仲間のクリスチャンが人々の前で非難されたり，捕らわれたり，持ち物を奪われたりしたと書きました。（ヘブ 10:32-34）また，貧困や病気という問題もありました。（ロマ 15:26。フィリ 2:25-27）

 5. これからどんな点を考えますか。

5 ヤコブは，西暦62年より前に手紙を書いた時，兄弟姉妹がどんな試練に遭っているかよく知っていました。エホバに導かれてクリスチャンたちに手紙を書き，試練に遭っても喜びを失わないためのアドバイスを与えました。ヤコブの手紙を調べて次の点を考えましょう。ヤコブはどんな喜びについて書いていましたか。どんなものによってその喜びが奪われることがありますか。どんな試練に遭っても喜びを失わないために，知恵と信仰と勇気はどのように役立つでしょうか。






クリスチャンの喜びの理由




[image: 1. 風雨にさらされているランプの中で火が燃えている。2. 年配の兄弟が聖書を開いて持っている。]

ランプの中で燃え続ける火のように，エホバが与えてくださる深い喜びはクリスチャンの心の中で燃え続ける。（6節を参照。）





 6. ルカ 6章22，23節によると，クリスチャンが試練に遭っても喜べるのはどうしてですか。

6 病気だったり，貧しかったり，家族と考え方が違ったりすると幸せになれない，と思う人たちもいます。しかし，ヤコブが手紙に書いた喜びは，状況に左右されるものではありません。神の聖なる力が生み出すものです。（ガラ 5:22）クリスチャンが深い喜びや幸せを感じるのは，自分がイエスの手本に倣っていて，エホバに喜ばれていることを知っているからです。（ルカ 6:22，23を読む。コロ 1:10，11）そのような喜びは，ランプの中で燃える火のように，クリスチャンの心の中で燃え続けます。病気になったり貧しくなったりしても，消えそうにはなりません。家族やほかの人たちからばかにされたり反対されたりしても，消えません。反対する人たちがその火を消そうとしても，ますます燃え上がります。信仰のゆえに試練に遭うのは，私たちがまさしくキリストの弟子であることの証拠です。（マタ 10:22; 24:9。ヨハ 15:20）だからこそ，ヤコブはこう書きました。「私の兄弟たち，さまざまな試練に遭う時，それを喜ばしいことと考えましょう」。（ヤコ 1:2）





[image: 1. 鋼の剣が炎の中で熱せられている。2. 剣が水で冷やされている。3. ある兄弟が自宅で逮捕され，2人の警察官に連行されている。その様子を妻と娘が見ている。4. 妻と娘が仲間と一緒に家族の崇拝をしている。1人の兄弟が窓の外を確認している。5. 妻と娘が一緒に祈っている。]

試練は鋼の剣を鍛えるのに使われる炎のようなもの。そう言えるのはなぜか。（7節を参照。）*





7-8. 試練に遭うと，信仰はどうなりますか。

7 ヤコブは，クリスチャンが厳しい試練に遭っても喜べる別の理由も挙げています。「信仰の質が試されると，忍耐力が身に付く」と書いています。（ヤコ 1:3）試練は，鋼の剣を鍛えるのに使われる炎のようなものです。炎で熱して打った剣を冷やすと，鋼は強くなります。同じように，私たちが試練を忍耐すると，信仰が強くなります。それで，ヤコブはこう書きました。「忍耐するのをやめないでください。忍耐がその役割を果たす時，皆さんは完全になり，全ての点で健全な……人になります」。（ヤコ 1:4）試練によって信仰が強くなることが分かると，喜んで忍耐できます。

8 ヤコブは手紙の中で，私たちが喜びを失う原因になり得るものについても書いています。どんな問題が生じることがあるでしょうか。どうすれば乗り越えられるでしょうか。






喜びを奪いかねない問題を乗り越える


 9. 知恵が必要なのはどうしてですか。

9 問題: どうしたらいいか分からない。試練に遭った時には，良い決定をしたいと思うことでしょう。エホバに喜ばれることを行い，兄弟姉妹のためになり，エホバに忠実に仕え続けるためです。良い決定ができるよう，エホバに助けを求めたいと思います。（エレ 10:23）何を行い，反対する人たちに何を言うべきかを知るには，知恵が必要です。どうしたらいいか分からないと，無力感に襲われ，喜びを失ってしまうかもしれません。

10. ヤコブ 1章5節によると，知恵を得るために何をする必要がありますか。

10 解決策: エホバに祈って知恵を求める。喜んで試練を忍耐するには，まずエホバに祈り，良い決定ができるように知恵を求める必要があります。（ヤコブ 1:5を読む。）エホバがなかなか祈りに答えてくれないと感じる場合，どうしたらいいでしょうか。ヤコブは，神に「求め続けてください」と言っています。私たちが知恵を求め続けても，エホバはいら立ったり怒ったりしません。試練を忍耐するための知恵を「惜しみなく与えて」くださいます。（詩 25:12，13）私たちが試練に遭っていることを知っていて，感情移入し，助けたいと思っています。そう考えると喜びが湧いてきます。では，エホバはどのように知恵を与えてくださるのでしょうか。

11. 知恵を得るために，ほかにどんなことをする必要がありますか。

11 エホバはご自分の言葉を通して知恵を与えてくださいます。（格 2:6）その知恵を得るには，聖書と聖書に基づく出版物を学ばなければなりません。でも，知識を蓄えるだけでは不十分です。エホバのアドバイスに従うことによって，学んだ知恵を生活の中で生かす必要があります。ヤコブは，「神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません」と書いています。（ヤコ 1:22）神の助言の通りにするなら，私たちは平和を求めるようになり，分別があって憐れみ深い人になれます。（ヤコ 3:17）そういう人は喜びを失うことなく，試練に立ち向かえます。

12. 聖書をよく知ることが大切なのはどうしてですか。

12 神の言葉は鏡のような働きをし，自分の直すべきところに気付かせてくれます。（ヤコ 1:23-25）例えば，神の言葉を学んで，気が短いところを直す必要があることに気付くかもしれません。誰かや何かのせいで腹を立てそうになっても，エホバの助けによって温和でいることができます。温和な人は，いろいろな問題とうまく向き合えます。落ち着いて考えて，良い決定ができます。（ヤコ 3:13）聖書をよく知ることは本当に大切です。

13. 聖書に出てくる人たちの例を調べるとよいのはどうしてですか。

13 何かをしてしまってから，それが間違いだったと分かることがあります。失敗から学ぶのはつらいことです。知恵を得るもっと良い方法は，他の人の成功や失敗から学ぶことです。それでヤコブは，聖書に出てくるアブラハム，ラハブ，ヨブ，エリヤの例について考えるように勧めています。（ヤコ 2:21-26; 5:10，11，17，18）その人たちはエホバに仕え続け，喜びを奪いかねない試練を忍耐することができました。私たちもエホバの助けによって同じように忍耐できる，ということが分かります。

14-15. 疑いの気持ちを持つのが危険なのはどうしてですか。

14 問題: 疑いの気持ち。聖書の中に，よく理解できない箇所がありますか。あるいは，エホバが期待通りに祈りに答えてくれないと感じていますか。そういうことが原因で，疑いの気持ちが生じる場合があります。疑いの気持ちを持っていると，信仰が弱くなり，エホバとの関係が損なわれます。（ヤコ 1:7，8）将来への希望も失ってしまうかもしれません。

15 使徒パウロは，将来への希望をいかりに例えました。（ヘブ 6:19）いかりは，嵐の時に船が流されて座礁するのを防ぎます。しかし，鎖で船としっかりつながっていなければ役に立ちません。さびがいかりの鎖をもろくするように，疑いの気持ちは私たちの信仰を弱くします。疑いの気持ちがある人は，反対されると，エホバが必ず約束を果たすという信仰を失ってしまうかもしれません。信仰を失うと，希望も失ってしまいます。ヤコブが書いているように，疑う人は「風に吹かれて揺れ動く海の波のようです」。（ヤコ 1:6）そういう状態だと，全く喜びを感じられないでしょう。

16. 疑いの気持ちがあるならどうすべきですか。

16 解決策: 疑いの気持ちを晴らし，信仰を強くする。優柔不断であってはなりません。預言者エリヤの時代に，エホバの民は優柔不断になっていました。エリヤは民にこう言いました。「あなたたちはいつまでどっち付かずの態度を取っているのですか。もしエホバが真の神なら，その方に従いなさい。しかし，もしバアルがそうなら，バアルに従いなさい」。（王一 18:21）私たちにも同じことが言えます。エホバが神であり，聖書が神の言葉であり，エホバの証人が神の民であることを，調べて確信する必要があります。（テサ一 5:21）そうすれば疑いの気持ちはなくなり，信仰が強くなるでしょう。なかなか疑いの気持ちが晴れないなら，長老に助けを求めてください。エホバに仕える喜びを失わないように，すぐに行動しなければなりません。

17. 勇気を失うとどうなりますか。

17 問題: 落胆の気持ち。聖書にはこうあります。「苦難の時に落胆するなら，力が失われる」。（格 24:10）「落胆する」と訳されているヘブライ語には，「勇気を失う」という意味もあります。勇気を失うと，すぐに喜びも失ってしまいます。

18. 「忍耐」という言葉にはどんな意味がありますか。

18 解決策: エホバに頼り，忍耐するための勇気をもらう。試練を忍耐するには，勇気が必要です。（ヤコ 5:11）ヤコブが使った「忍耐」と訳されている言葉には，立っている場所から動かないという意味もあります。兵士が自分の持ち場で勇敢に立ち続け，敵からどんなに激しく攻撃されても一歩も下がらない様子をイメージできるかもしれません。

19. 使徒パウロの手本からどんなことを学べますか。

19 使徒パウロは，勇気と忍耐の素晴らしい手本を残しました。自分は弱いと感じることもありましたが，エホバに頼って必要な力をもらったので，忍耐することができました。（コリ二 12:8-10。フィリ 4:13）私たちも，エホバの助けを必要としていることを謙遜に認めるなら，力や勇気を与えていただけます。（ヤコ 4:10）






神に近づく人は喜びを失わない


20-21. どんなことを確信できますか。

20 試練はエホバからの罰ではありません。ヤコブはこう書いています。「試練に遭う時，『神から試されている』と言ってはなりません。悪い事柄によって神が試されることはなく，誰かを試すこともないからです」。（ヤコ 1:13）このことを確信すると，愛情深い天の父にいっそう近づきたくなります。（ヤコ 4:8）

21 エホバは「変化したりはしません」。（ヤコ 1:17）試練に遭った1世紀のクリスチャンたちを支えたように，現代の私たちも助けてくださいます。エホバに真剣に祈り，知恵と信仰と勇気を持てるように助けを求めましょう。エホバは祈りに答えてくださいます。私たちが喜びを失うことなく試練を忍耐できるように，必ず助けてくださることを確信できます。







どのように答えますか


	  クリスチャンが喜びを感じるのはどうしてですか。



	  喜びを奪いかねないどんな問題がありますか。



	  試練に遭っても，どうすれば喜びを失わずに済みますか。









128番の歌 終わりまで耐え忍ぶ

^ 5節 ヤコブの手紙には，試練に遭った時に役立つアドバイスがたくさん書かれています。この記事では，その幾つかを考えます。大変なことがあっても喜んでエホバに仕え続ける助けになるでしょう。




^ 59節 写真や挿絵: ある兄弟が自宅で逮捕され，警察官に連行されていくのを妻と娘が見ている。夫が刑務所にいる間，兄弟姉妹たちが親子の家族の崇拝に参加している。親子は頻繁にエホバに祈り，試練を忍耐するための力を求めている。エホバのおかげで穏やかな気持ちになり，勇気を持てているので，信仰が強くなり，喜んで忍耐することができている。






^ （ヤコ 1:2） 私の兄弟たち，さまざまな試練に遭う時，それを喜ばしいことと考えましょう。



^ （マタ 5:11） 私のために非難*され，迫害され，悪意のあるうそをいろいろ言われるとき，あなたたちは幸福です。

または，「侮辱」。


^ 1節 （マタ 10:22， 23） そしてあなたたちは，私の名のために全ての人から憎まれますが，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。 23 ある町で迫害されるときには，別の町に逃げなさい。はっきり言いますが，人の子が来るまでにあなたたちがイスラエルの町々を回り尽くすことは決してありません。



^ 1節 （ルカ 6:20-23） イエスは目を上げて弟子たちの方を見て，こう言い始めた。 「貧しいあなたたちは幸福です。神の王国はあなたたちのものだからです。 21 いま飢えているあなたたちは幸福です。満たされるからです。 いま泣き悲しむあなたたちは幸福です。笑うようになるからです。 22 いつでも人々があなたたちを憎むとき，また人の子のために人々があなたたちを締め出し，非難し*，汚名を着せる*とき，あなたたちは幸福です。 23 その日には喜び，躍り上がりなさい。天での報いは大きいからです。彼らの父祖も預言者たちに同じことをしていました。

または，「侮辱し」。
または，「あなたたちの名を悪いものとして退ける」。


^ 2節 （ヤコ 1:2） 私の兄弟たち，さまざまな試練に遭う時，それを喜ばしいことと考えましょう。



^ 2節 （ヤコ 1:12） 試練に耐え続ける人は幸せです。神から良いと認められるとき，命の冠を受けるからです。その冠は，エホバ*がご自分を愛し続ける人たちに約束したものです。

付録A5参照。


^ 2節 （マタ 5:11） 私のために非難*され，迫害され，悪意のあるうそをいろいろ言われるとき，あなたたちは幸福です。

または，「侮辱」。


^ 3節 （使徒 1:14） 皆，思いを一つにしてひたすら祈り続けた。何人かの女性，イエスの母親マリア，イエスの弟たちも一緒だった。



^ 3節 （使徒 5:17， 18） しかし，大祭司とその仲間たち，すなわちサドカイ派の人たちは激しく嫉妬して立ち上がり， 18 使徒たちを捕らえて牢屋に入れた。



^ 3節 （使徒 7:58-8:1） そして町の外に追い出した後，石打ちにし始めた。ステファノを訴えた証人たちは外衣をサウロという若者の足元に置いた。 59 そして石を投げ続けた。ステファノは，「主イエス，私の命*を受け取ってください」と訴えた。 60 それからひざまずき，強い声で，「エホバ*，この罪を彼らに負わせないでください」と叫んだ。そう言ってから，死の眠りに就いた。 
8 サウロは，ステファノの殺害に賛成していた。 その日，エルサレムの会衆に対して激しい迫害が始まった。使徒たち以外は全員，ユダヤとサマリアの全域に散らされた。

または，「生命力」。
付録A5参照。


^ 3節 （使徒 11:19） ステファノのことで起きた迫害のために散らされた人たちは，フェニキア，キプロス，アンティオキアにまで行ったが，ユダヤ人にしか伝道しなかった。



^ 3節 （ペテ一 1:1） イエス･キリストの使徒ペテロから，ポントス，ガラテア，カパドキア，アジア，ビチニアに散っている，一時的居住者である選ばれた人たちへ。



^ 4節 （使徒 18:1-3） この後，パウロはアテネを去ってコリントに来た。 2 そして，ポントス生まれのユダヤ人であるアクラと妻のプリスキラに会った。2人は，クラウディウスがユダヤ人全員にローマ退去を命じたために，最近イタリアから来たのだった。パウロは2人のもとに行き， 3 職業が同じだったのでその家に滞在し，一緒に働いた。天幕作りが職業だった。



^ 4節 （ヘブ 10:32-34） 以前の日々をいつも思い出してください。皆さんは，啓発を受けた後，数々の苦しみに遭いながら大きな戦いに耐えました。 33 ある時には，人々の前で*非難にさらされて苦難に遭い，別の時には，そのような経験をしている人たちに寄り添いました。 34 捕らわれている人たちに同情し，持ち物が奪われても喜んで耐え忍びました。もっと良い，永続するものを持っていることを知っているからです。

または，「劇場の見せ物のように」。


^ 4節 （ロマ 15:26） マケドニアとアカイアの兄弟たちが，エルサレムにいる聖なる人たちのうちの貧しい人に寄付するため，自分たちの物を喜んで差し出しているからです。



^ 4節 （フィリ 2:25-27） とはいえ，まずは，私の兄弟，共に働く仲間，共に戦う兵士であるエパフロデトを，そちらに帰してあげた方がよいと考えています。彼は皆さんから遣わされて，私のために仕えてくれています。 26 エパフロデトは皆さんに会うことを心から願っていて，自分が病気になったのを皆さんに知られたことで気落ちしています。 27 確かに彼は病気になり，死にそうになりましたが，神から憐れみを示されました。そして神は，彼だけでなく私にも憐れみを示し，私が悲しみに悲しみを重ねることがないようにしてくださいました。



^ （ルカ 6:22， 23） いつでも人々があなたたちを憎むとき，また人の子のために人々があなたたちを締め出し，非難し*，汚名を着せる*とき，あなたたちは幸福です。 23 その日には喜び，躍り上がりなさい。天での報いは大きいからです。彼らの父祖も預言者たちに同じことをしていました。

または，「侮辱し」。
または，「あなたたちの名を悪いものとして退ける」。


^ 6節 （ガラ 5:22） 一方，聖なる力*が生み出すもの*は，愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰，

用語集参照。
直訳，「実」。


^ 6節 （ルカ 6:22， 23） いつでも人々があなたたちを憎むとき，また人の子のために人々があなたたちを締め出し，非難し*，汚名を着せる*とき，あなたたちは幸福です。 23 その日には喜び，躍り上がりなさい。天での報いは大きいからです。彼らの父祖も預言者たちに同じことをしていました。

または，「侮辱し」。
または，「あなたたちの名を悪いものとして退ける」。


^ 6節 （コロ 1:10， 11） エホバ*に仕える人にふさわしい歩み方をし，全ての点で神に喜ばれますように。また，あらゆる善いことを行って実を結び，神についての正確な知識をますます得られますように。 11 そして，神の偉大な力によって十分に強くなり，あらゆることを忍耐し，辛抱しつつ喜べますように。

付録A5参照。


^ 6節 （マタ 10:22） そしてあなたたちは，私の名のために全ての人から憎まれますが，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。



^ 6節 （マタ 24:9） その時，あなたたちは苦難を味わい，殺されます。私の名のために全ての国の人々から憎まれます。



^ 6節 （ヨハ 15:20） 奴隷は主人より偉くない，という私の言葉を覚えておきなさい。世の人々が私を迫害したのであれば，あなたたちをも迫害します。私の言葉を守ったのであれば，あなたたちの言葉も守ります。



^ 6節 （ヤコ 1:2） 私の兄弟たち，さまざまな試練に遭う時，それを喜ばしいことと考えましょう。



^ 7節 （ヤコ 1:3） ご存じの通り，そのようにして信仰の質が試されると，忍耐力が身に付くからです。



^ 7節 （ヤコ 1:4） 忍耐するのをやめないでください。忍耐がその役割を果たす時，皆さんは完全になり，全ての点で健全な，欠けたところがない人になります。



^ 9節 （エレ 10:23） エホバ，私はよく知っています。 人は自分の道*を定めることができません。 自分で自分の歩みを導くことができないのです。

または，「生き方」。


^ （ヤコ 1:5） 皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はとがめたり*せず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです。求め続ければ与えられます。

または，「あら探しをしたり」。


^ 10節 （ヤコ 1:5） 皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はとがめたり*せず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです。求め続ければ与えられます。

または，「あら探しをしたり」。


^ 10節 （詩 25:12， 13） エホバを畏れる人は誰か。 神はその人に道を教える。歩むべき道を。 13 その人は良いことを経験し， 子孫は地上に住み続ける*。

または，「地球が与えられる」。


^ 11節 （格 2:6） エホバご自身が知恵を与えてくださるからである。 神の口から知識と識別力が出る。



^ 11節 （ヤコ 1:22） 神の言葉を実践する人になってください。聞くだけの人になってはなりません。間違った考え方をして自分を欺いてはならないのです。



^ 11節 （ヤコ 3:17） 一方，天からの知恵を持つ人は，第一に清く，次いで平和を求め，分別があり，進んで従い，憐れみと良い実に満ち，差別をせず，偽善的ではありません。



^ 12節 （ヤコ 1:23-25） 神の言葉を聞いても実践しない人は，鏡で自分の顔*を見る人に例えることができます。 24 その人は自分を見ますが，そこを離れると，自分がどのような人かをすぐに忘れてしまいます。 25 しかし，自由をもたらす完全な律法をじっくり見て守る人は，聞いてすぐに忘れるのではなく，行動します。そのような人は幸せになります。

または，「生まれつきの顔」。


^ 12節 （ヤコ 3:13） 皆さんの中に知恵と理解力がある人はいますか。その人は，立派な振る舞いをし，自分が知恵によって温和に行動していることを示してください。



^ 13節 （ヤコ 2:21-26） 私たちの父祖アブラハムは，息子イサクを祭壇の上に捧げ，行動によって，正しいと認められたのではありませんか。 22 アブラハムの信仰は行動が伴う生きたものだった，ということが分かります。その信仰は行動によって完全にされました。 23 「アブラハムはエホバ*に信仰を持ち，そのことは正しいと見なされた」という聖句の通りになり，アブラハムはエホバ*の友と呼ばれるようになったのです。 24 もうお分かりでしょう。人は行動によって，正しいと認められるのです。信仰だけで認められるのではありません。 25 娼婦ラハブも，使者たちを親切に迎えて別の道へ送り出し，行動によって，正しいと認められたのではありませんか。 26 生命力*のない体が死んでいるのと同じように，行動が伴わない信仰も死んでいるのです。

付録A5参照。
付録A5参照。
または，「息」。


^ 13節 （ヤコ 5:10， 11） 兄弟たち，苦しみに耐え，辛抱する点で，エホバ*の名によって語った預言者たちを模範としてください。 11 私たちは，忍耐した人は幸せである*と考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバ*のおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバ*は優しい愛情*にあふれ，憐れみ深い方なのです。

付録A5参照。
または，「祝福されている」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「思いやり」。


^ 13節 （ヤコ 5:17， 18） エリヤは，私たちと同じようにいろいろな感情を持つ人でしたが，雨が降らないようにと熱烈に祈ったところ，その地域には3年半の間，雨が降りませんでした。 18 そして再び祈ると，天から雨が降り，大地に実りが生じました。



^ 14節 （ヤコ 1:7， 8） そういう人は，エホバ*から何かを頂けると思ってはなりません。 8 その人は優柔不断で，何をするにも不安定です。

付録A5参照。


^ 15節 （ヘブ 6:19） この希望は，私たちの命のためのいかりであり，確かで揺らぐことがなく，私たちを幕*の向こう側に導き入れます。

用語集参照。


^ 15節 （ヤコ 1:6） ただし，少しも疑わず，信仰を持って求め続けなければなりません。疑う人は，風に吹かれて揺れ動く海の波のようです。



^ 16節 （王一 18:21） それから，エリヤは全ての民に近づいて言った。「あなたたちはいつまでどっち付かずの態度を取っているのですか。もしエホバが真の神なら，その方に従いなさい。しかし，もしバアルがそうなら，バアルに従いなさい」。民は一言も答えなかった。



^ 16節 （テサ一 5:21） 全てのことを確かめてください。立派なことを行い続けてください。



^ 17節 （格 24:10） 苦難の時*に落胆するなら， 力が失われる。

または，「日」。


^ 18節 （ヤコ 5:11） 私たちは，忍耐した人は幸せである*と考えます。皆さんはヨブの忍耐について聞き，ヨブがエホバ*のおかげでどんな結末を迎えたかを知っています。エホバ*は優しい愛情*にあふれ，憐れみ深い方なのです。

または，「祝福されている」。
付録A5参照。
付録A5参照。
または，「思いやり」。


^ 19節 （コリ二 12:8-10） 私は，このとげがなくなるようにしていただきたいと3度主に懇願しました。 9 しかし主はこう言いました。「私はあなたに惜しみない親切をすでに十分に示している。人が弱い時にこそ，私の力は完全に発揮されるのである」。それで私は，自分の弱いところについて喜んで誇り，キリストの力が天幕のように私を覆い続けるようにします。 10 私は，弱いところ，侮辱，窮乏，迫害，困難を，キリストのために喜びます。私が弱い時，私には力があるからです。



^ 19節 （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^ 19節 （ヤコ 4:10） エホバ*の前で謙遜になってください。そうすれば，神は皆さんを重んじて*くださいます。

付録A5参照。
直訳，「高く上げて」。


^ 20節 （ヤコ 1:13） 試練に遭う時，「神から試されている」と言ってはなりません。悪い事柄によって神が試されることはなく，誰かを試すこともないからです。



^ 20節 （ヤコ 4:8） 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。



^ 21節 （ヤコ 1:17） 良い贈り物，完全な贈り物は全て，天から，光*の父から来ます。父は移り変わる影のように変化したりはしません*。

または，「天体の光」。
または，「父には影の移動による変化もありません」。







JW.ORGのおすすめコンテンツ





若い人は尋ねる

良心がきちんと働くようにするには

良心は，本当の自分やあなたが大切にしていることを明らかにします。良心を調べると，あなたについてどんなことが分かりますか。

（ホーム > ライブラリー > シリーズ記事 > 若い人は尋ねる）

その信仰に倣う

「主を見ました！」

信仰のあつい女性マリア･マグダレネは，復活したイエスを見た最初の弟子です。マリアはイエスの復活についてほかの人に伝えるという素晴らしい機会を託されました。

（ホーム > ライブラリー > シリーズ記事 > その信仰に倣う）
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^ ***喜歌 12番 エホバは賛美を受けるにふさわしい方***
12番
エホバは賛美を受けるにふさわしい方
（出エジプト 34:6，7）
1. 永遠の王エホバ
賛美受けるにふさわしい方
深い愛 知恵を持つ 公正な神
2. 憐れみの父エホバ
罪と過ち 許される方
優しさと思いやり 心に迫る
3. 全能の神エホバ
全てのものを造られた方
この命ある限り賛美歌おう
（申 32:4; 格 16:12; マタ 6:10; 啓 4:11も参照。）



^ ***喜歌 16番 王を任命したヤハを賛美する***
16番
王を任命したヤハを賛美する
（啓示 21:2）
1. 神はキリストを王に選んだ
神の望むことを
成し遂げるために
（※ 繰り返し）
忠実な羊はヤハを賛美する
毎日の生活でおきてを守る
忠実な羊はイエスをたたえる
神により選ばれた王に従う
2. 神はキリストに兄弟与え
共にこの地球を
楽園に変える
（※ 繰り返し）
忠実な羊はヤハを賛美する
毎日の生活でおきてを守る
忠実な羊はイエスをたたえる
神により選ばれた王に従う
（格 29:4; イザ 66:7，8; ヨハ 10:4; 啓 5:9，10も参照。）



^ ***塔11 4/15 13–17ページ 神の誉れとなる決定をする***
神の誉れとなる決定をする
「明敏な者は自分の歩みを考慮する」。―箴 14:15。
わたしたちは，それを毎日幾度も行ないます。その多くは結果が長くは残りませんが，中には，人生に大きな影響を与えるものもあります。それは何でしょうか。決定です。大小を問わず，どんな決定をする時も，わたしたちが一番気にかけるのは，神に誉れを帰すことです。―コリント第一 10:31を読む。
2 あなたは，決定をするのは簡単だと感じますか。それとも，難しいと思うでしょうか。クリスチャンの円熟へと進歩するには，正しいことも悪いことも見分けられるようになって，他の人ではなく自分の確信を反映した決定を下せるようになる必要があります。（ロマ 12:1，2。ヘブ 5:14）ほかにも，良い決定を下せるようになるべきどんなもっともな理由があるでしょうか。決定するのが非常に難しい時があるのはなぜですか。自分の決定が神に誉れを帰すものとなるよう，どんなステップを踏むことができますか。
そもそも，なぜ決定を下す必要があるのか
3 聖書の規準が関係する場合にぐずぐずして決定を下さないと，学校の友達や職場の同僚は，わたしたちが聖書の教えを本当は確信しておらず，簡単に同調させることができる，と考えるかもしれません。うそをついたり，ごまかしや盗みをしたりして，わたしたちにも同じことをするよう，少なくとも口外しないよう強いるかもしれません。『群衆に従わ』せようとするのです。（出 23:2）しかし，どうすれば神の誉れとなる決定ができるかを知っている人は，恐れや受け入れられたいという気持ちに負けて，聖書で訓練された良心に反する仕方で行動したりはしません。―ロマ 13:5。
4 わたしたちに代わって決定しようとする人が皆，わたしたちに害を与えようとしているわけではありません。友達が善意で，アドバイスに従うようにと言う場合もあるでしょう。また，家から離れて住んでいても，家族はわたしたちの福祉を深く気遣っており，重要な決定を下すのを助けてあげなければと思うかもしれません。一例として，医療に関する事柄を考えましょう。聖書は血の誤用をはっきり非としています。（使徒 15:28，29）しかし，健康に関する他の事柄について明確な規定はなく，各自がどんな医療を受け入れるかを個人で決定しなければなりません。 家族がこの点で強い意見を持っている場合もあります。とはいえ，こうした事柄について決定を下す際，献身してバプテスマを受けたクリスチャン各自が「自分の荷」を負う必要があります。（ガラ 6:4，5）わたしたちが一番気にかけるのは，人間ではなく神のみ前で正しい良心を保つことです。―テモ一 1:5。
5 優柔不断な人は大きな危険にさらされかねません。弟子ヤコブが述べているように，優柔不断な人は「すべての道において不安定です」。（ヤコ 1:8）荒れ狂う海で舵のないボートに乗っている人のように，移り変わる人間の意見に振り回されてしまいます。そういう人はしばしば，信仰の破船を経験してそれを他の人のせいにしがちです。（テモ一 1:19）そのような結果をどうすれば避けられるでしょうか。「信仰において安定した者」とならなければなりません。（コロサイ 2:6，7を読む。）安定するには，神の霊感による言葉への信仰が反映された決定を下せるようになる必要があります。（テモ二 3:14-17）とはいえ，良い決定をするのを妨げかねないものがあります。何でしょうか。
決定するのが難しい場合があるのはなぜか
6 わたしたちは，恐れによってしりごみすることがあります。間違った決定をするのではないか，うまくいかないのではないか，他の人から愚かに見られるのではないか，などと恐れるのです。こうした不安は理解できます。だれも，問題を引き起こしたり恥をかいたりするような決定をしたいとは思いません。それでも，神とみ言葉への愛によって恐れを軽減できます。どのようにでしょうか。わたしたちは神への愛によって，いつでも，重要な決定を下す前にみ言葉および聖書に基づく出版物を調べるよう動かされます。そうすれば，間違いを最小限に抑えることができます。なぜですか。聖書は，「経験のない者たちに明敏さを，若者に知識と思考力を与える」からです。―箴 1:4。
7 わたしたちはいつでも，正しい決定ができるでしょうか。いいえ，だれもが間違いをします。（ロマ 3:23）例えば，ダビデ王は，賢くて忠実な人でしたが，自分や他の人に苦しみをもたらす決定をしたこともありました。（サム二 12:9-12）それでも，間違いにめげず，引き続き決定を下し，そうした決定は神の恵みを得ました。（王一 15:4，5）わたしたちも，ダビデのように，エホバが誤りを見過ごして罪を許してくださることを思いに留めているなら，過去に間違いを犯したとしても，決定を下してゆくことができます。神は，ご自分を愛して従う人たちを支えてゆかれます。―詩 51:1-4，7-10。
8 決定を下すことに対する思い煩いを減らすこともできます。どのようにでしょうか。正しい選択肢が幾つもある場合も少なくない，ということを認めることによってです。使徒パウロが結婚に関してどのように論じたかを考えましょう。霊感のもとに次のように記しています。「人が自分の童貞性にふさわしくない振る舞いをしていると考え，若さの盛りを過ぎており，しかもそれが当然の道であれば，その人は自分の望むことを行ないなさい。その人は罪をおかすわけではありません。その人たちは結婚しなさい。しかし，心の中でしっかりと定めており，必要もなく，自分の意志を制することができ，童貞性を守ろうと自らの心の中で決めているのであれば，その人はりっぱに行動していることになります」。（コリ一 7:36-38）パウロは，独身を最善の歩みとして勧めていますが，独身が唯一の正しい選択だったわけではありません。
9 自分の決定を他の人がどう見るかを気にかけるべきでしょうか。ある程度はそうすべきです。偶像に犠牲としてささげられたと思える食物を食べることについてパウロが述べた事柄に注目しましょう。パウロは，ある決定がそれ自体間違っていなくても，弱い良心を持つ人に害を与える場合もある，ということを認めています。パウロはどんな決心をしましたか。こう書いています。「食物がわたしの兄弟をつまずかせるなら，わたしはもはや二度と肉を食べません。わたしの兄弟をつまずかせないためです」。（コリ一 8:4-13）わたしたちも，自分の決定が他の人の良心にどう影響するかを考慮する必要があります。もちろん，主に気にかけるのは，自分の選択がエホバとの友情にどんな影響を及ぼすかです。（ローマ 14:1-4を読む。）では，神の誉れとなる決定をするうえで，どんな聖書の原則が助けになるでしょうか。
良い決定のための六つのステップ
10 せん越さを避ける。何かを決める前に，『これは自分が決定することだろうか』と自問する必要があります。ソロモン王はこう書いています。「せん越さが来たか。それでは不名誉が来る。しかし知恵は，慎みある者たちと共にある」。―箴 11:2。
11 親が子どもに，何らかの決定をする機会を与えることがあるとしても，子どもはそうした権限を当然と考えるべきではありません。（コロ 3:20）妻また母親には家庭内である程度の権限がありますが，夫の頭の権を認めるのはよいことです。（箴 1:8; 31:10-18。エフェ 5:23）夫も，自分の権限は限られており，自分がキリストのもとにあるということを認める必要があります。（コリ一 11:3）長老は，会衆に影響を与える決定をします。しかし，神の言葉に『書かれている事柄を越えない』よう注意します。（コリ一 4:6）また，忠実な奴隷から受ける指示にしっかり従います。（マタ 24:45-47）わたしたちは，慎みを示し，自分に権限がある時にのみ決定するなら，自分や他の人に思い煩いや悲しみをもたらすことを避けられます。
12 調査をする。「勤勉な者の計画は必ず益をもたらし，性急な者はみな必ず窮乏に向かう」とソロモンは書きました。（箴 21:5）例えば，仕事に関する話を持ちかけられたとしましょう。感情に支配されてはなりません。関係する事実を集め，そうした事柄に通じた人の助言を求め，聖書のどんな原則が関係するかを見定めてください。（箴 20:18）調査した事柄を整理するために，二つのリストを準備しましょう。メリットを記したものと，デメリットを記したものです。決定の前に，「費用を計算し」ましょう。（ルカ 14:28）その決定がどんな影響を及ぼしかねないか，経済的な面だけでなく霊的な面からも，考慮してください。調査には時間と努力が求められますが，そうするなら，性急な決定を避けられ，不必要な思い煩いを抱えずに済みます。
13 知恵を祈り求める。決定の際に神の助けを求める場合にのみ，その決定によって神に誉れが帰されます。弟子ヤコブはこう書いています。「あなた方の中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求めつづけなさい。神はすべての人に寛大に，またとがめることなく与えてくださるのです。そのようにすれば，それは与えられます」。（ヤコ 1:5）決定に神の知恵の助けが必要であることを認めるのは，恥ずかしいことではありません。（箴 3:5，6）自分の理解だけに頼るなら，容易に惑わされてしまいかねません。知恵を祈り求め，神の言葉に収められた原則を探し出すなら，自分がある行動を取ろうとする真の動機を見分けられるよう，聖霊によって助けられます。―ヘブ 4:12。ヤコブ 1:22-25を読む。
14 決定を下す。調査をしたり知恵を祈り求めたりすることなくこのステップに直行してはなりません。賢い人は，時間を取って『自分の歩みを考慮し』ます。（箴 14:15）とはいえ，決定を先延ばしにしてもなりません。そうする人は，行動しない言い訳として突拍子もない事を思いつくかもしれません。（箴 22:13）それでも，結局は決定をしているのです。他の人に生活を支配されるがままにするという決定です。
15 決定を実行する。良い決定を下すために費やした努力も，決定した事柄を精力的にやり通さなければ，無駄になってしまいます。「あなたの手のなし得るすべてのことを力の限りを尽くして行なえ」とソロモンは書きました。（伝 9:10）成功するには，決定を実行するのに必要な時間や体力などを進んで取り分けなければなりません。例えば，会衆の伝道者が開拓者になると決定したとしましょう。成功するでしょうか。宣教を行なうのに必要な体力や時間を世俗の仕事やレクリエーションに奪われることのないようにすれば，おそらく成功するでしょう。
16 良い決定であればあるほど，たいてい実行するのが簡単ではありません。なぜでしょうか。「全世界が邪悪な者の配下にある」からです。（ヨハ一 5:19）わたしたちは，「この闇の世の支配者たちと，天の場所にある邪悪な霊の勢力に対する」格闘をしなければなりません。（エフェ 6:12）使徒パウロも弟子ユダも述べているように，神に誉れを帰すという決定をした人は戦うことになります。―テモ一 6:12。ユダ 3。
17 決定を再検討し，必要なら調整する。すべての決定が計画どおりに行くとは限りません。「時と予見しえない出来事」がわたしたちすべてに臨むからです。（伝 9:11）とはいえ，ある決定については，エホバは，試練に直面してもやり通すことをわたしたちに期待しておられます。エホバへの献身や結婚の誓いという決定は，話し合って変えられるようなものではありません。神は，わたしたちがそうした決定に沿って生活することを期待しておられます。（詩編 15:1，2，4を読む。）もっとも，大抵の決定はそれほど重大なものではありません。賢い人は時折，自分の決定を再検討します。誇りや頑固さのために，決定を調整したり取り消したりできないということはありません。（箴 16:18）その人が一番気にかけるのは，自分の歩みによって神に誉れを帰してゆくようにすることです。
神の誉れとなる決定ができるよう他の人を訓練する
18 親は，神の誉れとなる決定ができるよう子どもを助けるために，多くのことを行なえます。立派な手本は最高の教師です。（ルカ 6:40）ふさわしい時には，ある決定をするために自分がどんなステップを踏んだかを子どもに説明できます。また，子どもに自分で決定をさせて，うまく行ったなら褒める，ということもできるでしょう。では，子どもがまずい決定をした場合は，どうでしょうか。子どもをその結果から守ってあげたいというのが親心でしょう。しかし，それは必ずしも子どもの最善の益になるとは限りません。例えば，親が子どもに自動車免許を取るのを許したとしましょう。子どもが交通法規を破って罰金を科されたらどうでしょうか。親が罰金を払うこともできます。しかし，子どもに，働いて罰金を払わせるなら，自分の行動にいっそう責任を持つようになるでしょう。―ロマ 13:4。
19 イエスは追随者たちに，他の人を教えるよう命じました。（マタ 28:20）聖書研究生に教えることのできる特に重要な点は，良い決定をする方法です。それを効果的に教えるには，どう行動すればよいかを伝えたいという衝動に抵抗しなければなりません。聖書の原則に基づいて推論する方法を教え，どう行動するかを研究生が自分で決定できるようになるほうが，はるかに勝っています。結局のところ，「わたしたちは各々，神に対して自分の言い開きをすることになるのです」。（ロマ 14:12）わたしたちすべては，このようなもっともな理由があるのですから，神の誉れとなる決定をしてゆきましょう。
[脚注]
この点については，「わたしたちの王国宣教」2006年11月号3-6ページの「血液分画，および自己血の関係する医療処置をどうみなしますか」という折り込みを参照。
どのように答えますか
● 決定を下せるようになる必要があるのはなぜですか
● わたしたちは恐れによってどんな影響を受けますか。どのように恐れを克服できますか
● 自分の決定が神に誉れを帰すものとなるよう，どんな六つのステップを踏むことができますか
[研究用の質問]
 1，2. （イ）どんな決定をする時も，わたしたちが一番気にかけるべきなのは，どんなことですか。（ロ）これからどんな点を考慮しますか。
 3. 決定を下すうえで，何に影響されてはなりませんか。
 4. 他の人がわたしたちに代わって決定しようとする場合があるのはなぜですか。
 5. どうすれば信仰の破船を避けられますか。
 6. わたしたちは恐れによってどんな影響を受けますか。
 7. ダビデ王の例から，どんなことを学べますか。
 8. 結婚に関する使徒パウロの助言から，どんなことを学べますか。
 9. 自分の決定を他の人がどう見るかを気にかけるべきですか。説明してください。
10，11. （イ）家庭内で，どうすればせん越さを避けられますか。（ロ）長老は，会衆に影響を与える決定をする際，どんなことを銘記すべきですか。
12. （イ）調査をするべきなのはなぜですか。（ロ）調査をどのように行なえるかを説明してください。
13. （イ）ヤコブ 1章5節にはどんな保証の言葉がありますか。（ロ）知恵を祈り求めるなら，どんな助けが得られますか。
14. 決定を先延ばしにすべきでないのは，なぜですか。
15，16. 決定を実行することには何が関係していますか。
17. 決定に関して，エホバはわたしたちに何を期待しておられますか。
18. 親は，良い決定ができるよう子どもをどのように訓練できますか。
19. 聖書研究生に何を教えるべきですか。どのように教えることができますか。
[16ページの囲み記事/図版]
良い決定のためのステップ
 1 せん越さを避ける
 2 調査をする
 3 知恵を祈り求める
 4 決定を下す
 5 決定を実行する
 6 再検討し，調整する
[15ページの図版]
優柔不断な人は，荒れ狂う海で舵のないボートに乗っている人のようである









^ ***喜歌 13番 キリストは私たちの手本***
13番
キリストは私たちの手本
（ペテロ第一 2:21）
1. 愛のエホバ 私たちに独り子イエス与えた
愛を学び示すために 良い手本下さった
2. イエスいつも 神の言葉 生きていく支えにした
力を得て 父のために心込めて仕えた
3. よく学んで従いたい キリストの愛の手本
同じ愛を神に示し 神に賛美捧げる
（ヨハ 8:29; エフェ 5:2; フィリ 2:5-7も参照。）



^ ***喜歌 131番 「神が結び合わせたもの」***
131番
「神が結び合わせたもの」
（マタイ 19:5，6）
1. 喜びの日 神の前で
2人は誓う 強い絆
変わらぬ愛を
妻に誓う
（※ 繰り返し）
聖なる絆
守り抜くと
2. この約束 果たせるよう
祈り求める 神の恵み
変わらぬ愛を
夫に誓う
（※ 繰り返し）
聖なる絆
守り抜くと
（創 2:24; 伝 4:12; エフェ 5:22-33も参照。）









^ ***喜歌 137番 忠実な女性たち***
137番
忠実な女性たち
（ローマ 16:2）
1. マリア ルツ サラ エステル
強い信仰貫いた
エホバ神に専心し 示した愛揺るぎない
女性たちの忠誠 神は全て覚えている
2. 神の書は教えている
模範的な女性たち
勇気と愛 善良さ 真の魅力持っていた
私たちの姉妹も手本となり励んでいる
3. 忠実な女性全て
心込めて奉仕する
神に自分差し出して神の愛に守られる
強く信じてほしい 報いを得る日が近いと
（フィリ 4:3; テモ一 2:9，10; ペテ一 3:4，5も参照。）



^ ***喜歌 123番 神の秩序にいつでも従う***
123番
神の秩序にいつでも従う
（コリント第一 14:33）
1. エホバ神の証人は
一つになる 秩序よく
世界中で王国と真理の価値告げるため
（※ 繰り返し）
神のため
一致して秩序守る
心から従えば
神の保護見る
2. どんなときも揺るぎなく
エホバの知恵語るなら
神の力与えられ導かれる 神の道
（※ 繰り返し）
神のため
一致して秩序守る
心から従えば
神の保護見る
（ルカ 12:42; ヘブ 13:7，17も参照。）



^ ***塔研20 9月号 21ページ 姉妹たちの支えになりましょう***
6 イエスは神に仕える女性たちのために時間を取り，友情を深めました。マリアとマルタについて考えてみましょう。2人とも独身だったようです。（ルカ 10:38-42を読む。）イエスがどのように語り，どのように行動するかをよく知っていたので，イエスの前で自然体でいられたのでしょう。マリアは気兼ねなくイエスの足元に座って教えを聞きました。 マルタはマリアが手伝ってくれないことにいらいらしていた時，自分の気持ちをイエスにストレートに伝えました。イエスはこうしたプライベートな時にも，2人に大切なことを教えました。また，2人と兄弟のラザロの家を何度も訪れ，気遣いを示しました。（ヨハ 12:1-3）だからこそ，ラザロが重い病気になった時，マリアとマルタはイエスに助けを求めようと思ったのです。（ヨハ 11:3，5）



^ ***塔研20 8月号 30–31ページ 会衆の兄弟姉妹に敬意を示しましょう***
17 クリスチャンの家族の中には，難民として国を離れる人や，仕事を探すために外国に引っ越す人もいます。どちらの場合も，子供たちは移住先の国の主な言語で教育を受けることになるでしょう。親も仕事を探すために新しい言語を学ばなければならないかもしれません。母語の会衆やグループがあるとしたら，どうしますか。家族は地元の言語か母語のどちらの会衆に所属しますか。
18 家族の頭が，どちらの言語の会衆に在籍するかを決めなければなりません。これは個人の決定であり，何が家族にとって最善かを考えて判断します。（ガラテア 6:5を読む。）家族の頭の決定を尊重する必要があります。どんな決定をするとしても，その決定を尊重し，会衆の大切な仲間として歓迎しましょう。（ロマ 15:7）
19 家族で外国に移住し，母語の会衆で奉仕する場合，子供はその言語を上手に話せないかもしれません。その場合，子供は集会で話されていることがよく分からず，エホバに仕える意欲が育たないかもしれません。子供は学校で，親の母語ではなく，その国の言語で教育を受けているからです。この場合も家族の頭は，どうすれば子供がエホバや信仰の仲間と親しくなれるかを考えて，よく祈って決めます。親の母語を話せるよう子供を教えるか，子供が理解できる言語の会衆に移動するかどうかを決めます。移動先の会衆の兄弟姉妹は，その家族の決定を尊重し，家族を大切な仲間と見ていることを示します。



^ ***愛 209ページ–212ページ 頭の覆い ― いつ，またなぜ***
付録
頭の覆い ― いつ，またなぜ
クリスチャン女性は崇拝に関連して，いつ，またなぜ，頭の覆いを着けるべきですか。霊感による使徒パウロの論議を考えましょう。パウロは，神の誉れとなる正しい決定をするのに必要な導きを与えています。（コリント第一 11:3-16）考慮すべき三つの要素が明らかにされています。（1）女性が頭の覆いを着けることが必要になる活動，（2）そうすべき状況，（3）この規準を当てはめる動機です。
活動。パウロは二つ挙げています。祈りと預言です。（4，5節）祈りは，崇敬の念をこめてエホバに語りかけることです。今日では預言は，クリスチャンの奉仕者が聖書に基づいて教えることに相当するでしょう。ではパウロは，女性が祈ったり聖書の真理を教えたりする時にはいつでも頭を覆うべきである，と言っていたのでしょうか。そうではありません。女性が祈ったり教えたりする時の状況によって，大きな違いがあるのです。
状況。パウロの言葉から，二つの状況つまり活動の場が読み取れます。家庭と会衆です。パウロはこう述べています。「女の頭は男であり，……だれでも，自分の頭を覆わないで祈ったり預言したりする女は，自分の頭を辱めることになります」。（3，5節）家庭においては，エホバによって夫が妻の頭として立てられています。エホバから夫に割り当てられた務めを妻が行なう時，夫の権威にしかるべき認識を示さないなら，妻は夫を辱めることになります。それで，例えば，夫のいるところで聖書研究を司会する必要がある場合，頭の覆いを着けて，夫の権威を認めていることを示します。夫がバプテスマを受けていてもいなくても，そうします。夫は家族の頭だからです。 バプテスマを受けた未成年の息子がいるところで祈ったり教えたりする場合にも，頭の覆いを着けます。その子が家族の頭だからではなく，クリスチャン会衆のバプテスマを受けた男子に与えられている権威のゆえです。
パウロは，会衆という状況についてこう述べています。「何かほかの習慣を支持する人がいるようであっても，わたしたちにはこれ以外の習慣はありませんし，神の諸会衆にもありません」。（16節）クリスチャン会衆においては，バプテスマを受けた男子に頭の権が与えられています。（テモテ第一 2:11-14。ヘブライ 13:17）男子だけが長老や奉仕の僕として任命され，神の羊の群れを世話する責任を神から与えられます。（使徒 20:28）とはいえ時おり，資格のあるバプテスマを受けた男子が通常果たす務めをクリスチャンの女性が扱わざるを得ない場面があるでしょう。例えば，資格のあるバプテスマを受けた男子がいなかったり，務めを果たせなかったりして，野外奉仕のための集まりを司会する必要があるかもしれません。あるいは，バプテスマを受けた男子のいるところで，前もって取り決められた家庭聖書研究を司会することがあるかもしれません。そうした活動は実のところクリスチャン会衆内の教える業の延長なので，通常は男子に割り当てられる務めを扱っているということを認め，頭の覆いを着けます。
しかし，崇拝において姉妹が頭の覆いを着けなくてよい場面はたくさんあります。例えば，クリスチャンの集会で注解したり，夫やバプテスマを受けた他の男子と戸別伝道を行なったり，バプテスマを受けていない子どもと研究や祈りをしたりする場合，着ける必要はありません。こうした点に関して確信が持てないなら，さらに調査できます。 それでも確信が持てず，良心に促されるなら，写真に示されているように，頭の覆いを着けることは間違いではないでしょう。
動機。10節には，クリスチャンの女性がこの要求に応じたいと思う理由となる二つの点が挙げられています。「女はみ使いたちのために自分の頭に権威のしるしを着けるべきです」。まず，「権威のしるし」という表現に注目してください。女性は，頭の覆いを着けることによって，会衆内でバプテスマを受けた男子にエホバが授けておられる権威を認めていることを示せます。エホバ神への愛と忠節を表わすことになるのです。第二の理由は，「み使いたちのために」という言葉に示されています。女性が頭の覆いを着けることは，それら強力な霊者たちにどんな影響を及ぼすのでしょうか。
み使いたちは，天地にまたがるエホバの組織のどこにおいても神の権威が認められているのを見たいと思っています。そしてこの点で，不完全な人間の手本から益も受けます。エホバの取り決めに柔順でなければならないのは，み使いたちも同じです。過去においてかなりの数のみ使いたちがそうすることに失敗しました。（ユダ 6）現在，あるクリスチャン女性は，会衆内のバプテスマを受けたある男子よりも経験があり，知識が深く，聡明かもしれません。それでも，その男子の権威への柔順を快く示しており，み使いたちはそれを見ています。その女性は，やがてキリストと共同の相続人となる油そそがれたクリスチャンであるかもしれません。いずれはみ使いよりも高い立場で仕え，キリストと共に天で支配するのです。み使いたちにとって何と優れた手本なのでしょう。そして，すべての姉妹に大きな特権があります。無数の忠実なみ使いたちの前で，忠節かつ柔順な振る舞いによって，謙遜な従順を実証できるのです。
[脚注]
クリスチャンの妻は，夫が病気で言葉を出せないなどの例外的な場合を除き，信者である夫のいるところでは声を出して祈らないでしょう。
さらに詳しくは，「ものみの塔」誌，2002年7月15日号，26-27ページ，および1977年6月1日号，344-347ページをご覧ください。
​​​



^ ***塔13 7/15 20–25ページ 「忠実で思慮深い奴隷はいったいだれでしょうか」***
「忠実で思慮深い奴隷はいったいだれでしょうか」
「主人が……その召使いたち……の上に任命した，忠実で思慮深い奴隷はいったいだれでしょうか」。―マタ 24:45。
どのように答えますか
忠実で思慮深い奴隷とは，だれですか
召使いたちとは，だれですか。イエスが召使いたちの上に忠実な奴隷を任命したのは，いつですか
キリストが，自分のすべての持ち物をつかさどらせるために忠実な奴隷を任命するのは，いつですか。その持ち物には何が含まれますか
「皆さんは，わたしが本当に必要とする記事を，ちょうど必要な時に出してくださいます。そういうことが数え切れないほどありました」。ある姉妹は，世界本部で働く兄弟たちに宛てた手紙の中で，そのように感謝の気持ちを言い表わしました。あなたもこの姉妹のように感じますか。多くの人はそう感じます。しかし，これは驚くべきことではありません。
2 わたしたちが受け取る，時に応じた霊的食物は，会衆の頭イエスがわたしたちを養うという約束を果たしておられることの証拠です。イエスはだれを通してそうされますか。イエスはご自分の臨在のしるしを述べた際，「忠実で思慮深い奴隷」を用いて，召使いたちに『時に応じた食物』を与えさせる，と言われました。（マタイ 24:45-47を読む。）この忠実な奴隷は，イエスがこの終わりの時において真の追随者たちを養う経路です。この忠実な奴隷を認識するのは肝要なことです。わたしたちの霊的健康と神との関係は，この経路に依存しているからです。―マタ 4:4。ヨハ 17:3。
3 では，忠実な奴隷に関するイエスの例えは，どう理解すべきでしょうか。これまで出版物では，次のように説明されてきました。西暦33年のペンテコステに，イエスは召使いたちの上に忠実な奴隷を任命した。奴隷とは，それ以降のどの時にせよ，地上にいる一つのグループとしての油そそがれたクリスチャン全員のことであり，召使いとは，その同じ油そそがれた者たち一人一人のことである。1919年，イエスは忠実な奴隷を任命して，「すべての持ち物をつかさどらせ」た。すべての持ち物とは，地上における王国の関心事すべてを表わす。しかしこうした以前の理解は，注意深い研究と祈りのこもった黙想を重ねた結果，調整する必要のあることが分かりました。（箴 4:18）では，この例えは何を意味するのでしょうか。天的な希望を持つ人であれ地的な希望を持つ人であれ，わたしたちはこの例えとどう関係しますか。調べてみましょう。
その例えはいつ成就するか
4 忠実で思慮深い奴隷に関する例えの文脈からすれば，その成就は西暦33年のペンテコステではなく，この終わりの時に始まりました。聖書はその結論をどのように裏づけていますか。
5 忠実で思慮深い奴隷に関する例えは，イエスが述べた「[ご自分の]臨在と事物の体制の終結のしるし」に関する預言の一部です。（マタ 24:3）その預言の最初の部分はマタイ 24章4-22節にあり，二重に成就します。1回目は西暦33年から西暦70年までの期間に，2回目は現代において，もっと広い範囲で成就します。では，忠実な奴隷に関するイエスの言葉も二重に成就するのでしょうか。そうではありません。
6 イエスはマタイ 24章29節からの部分で，現代に生じる事柄に焦点を合わせています。（マタイ 24:30，42，44を読む。）大患難の時に生じる事柄についてイエスが述べた言葉によると，人々は「人の子が……天の雲に乗って来るのを見」ます。それからイエスは，終わりの日に生きている人たちに向けた言葉の中で，目覚めていることを励まし，「あなた方は，自分たちの主がどの日に来るかを知らない」，「あなた方の思わぬ時刻に人の子は来る」と述べています。 イエスが忠実な奴隷の例えを語ったのは，この文脈においてでした。つまり，終わりの日に起こる事柄について話していた時です。ですから，忠実な奴隷に関するイエスの言葉は，1914年に終わりの日が始まった後でなければ成就しない，と結論できるでしょう。この結論は理にかなっています。なぜそう言えますか。
7 「忠実で思慮深い奴隷はいったいだれでしょうか」という質問について考えてみてください。1世紀当時，そうした質問をする必要は，まずありませんでした。前の記事で見たように，使徒たちは神の後ろ盾を得ている証拠として，奇跡を行なうだけでなく，奇跡的な賜物を他の人に伝えることさえできたのです。（使徒 5:12）ですから，キリストから任命されたのはいったいだれか，などと尋ねる必要はありませんでした。しかし1914年の状況は全く異なります。その年に収穫の季節が始まりました。雑草を小麦から分ける時がついに到来したのです。（マタ 13:36-43）その収穫の季節が始まって重要な質問が生じました。それは，多くの偽クリスチャンがイエスの真の追随者であると主張する中で，油そそがれた者である小麦をどうすれば見分けられるか，という質問です。その答えは，忠実な奴隷に関する例えの中にありました。キリストの油そそがれた追随者たちは，霊的によく養われている人たちであるに違いありません。
忠実で思慮深い奴隷はだれか
8 忠実な奴隷は，地上にいる油そそがれたクリスチャンで構成されているに違いありません。油そそがれたクリスチャンは「王なる祭司」と呼ばれ，「闇からご自分の驚くべき光の中に呼び入れてくださった方の『卓越性を広く宣明する』」務めが与えられています。（ペテ一 2:9）ですから，その「王なる祭司」に属する人たちが直接，仲間の信者に真理を教えるのは，非常に適切なことです。―マラ 2:7。啓 12:17。
9 地上にいる油そそがれた者全員が忠実な奴隷を構成するのでしょうか。そうではありません。事実から言えば，すべての油そそがれた者たちが，世界中の兄弟姉妹に霊的食物を分配する務めを担っているわけではありません。小麦の中には，地元の会衆の奉仕の僕や長老として奉仕する油そそがれた兄弟たちもいるでしょう。彼らは家から家でも会衆でも教え，本部からの指示に忠節に従います。それでも，世界中の兄弟たちに霊的食物を分配する仕事には参加していません。また，油そそがれた者の中には，謙遜な姉妹たちも含まれています。姉妹たちは決して会衆の教え手になろうとはしません。―コリ一 11:3; 14:34。
10 では，忠実で思慮深い奴隷とはだれのことでしょうか。それは，キリストの臨在の期間中，霊的食物の準備と分配に直接かかわる，油そそがれた兄弟たちの少人数の一団で構成されています。これは，少数の人を通して多くの人を養うというイエスの型に倣ったものです。忠実な奴隷を構成する油そそがれた兄弟たちは，終わりの日を通じて世界本部で一緒に奉仕してきました。ここ数十年，その奴隷はエホバの証人の統治体と密接に結びつけられてきました。注目すべきなのは，イエスの例えの「奴隷」という語は単数形であり，集合体としての奴隷であることが示唆されている点です。したがって，統治体による決定は集団的なものです。
召使いたちとはだれか
11 イエスの例えにおいて，忠実で思慮深い奴隷が二つの別個の任命を受けることは注目に値します。最初は，召使いたちの上に任命されます。二つ目は，主人のすべての持ち物をつかさどるように任命されます。この例えは，今の終わりの時に初めて成就するため，これら二つの任命はいずれも，イエスが1914年に王権を執って臨在し始めた後に行なわれるはずです。
12 イエスが召使いたちの上に忠実な奴隷を任命したのはいつですか。それに答えるには，収穫の季節が始まった1914年に戻らなければなりません。先に学んだように，そのころ，クリスチャンと唱えるグループは数多くありました。イエスはどのグループを選んで忠実な奴隷を任命するのでしょうか。その質問の答えが得られたのは，イエスとみ父が神殿の検分，つまり崇拝のための霊的な取り決めの検分に来ておられた期間（1914年から1919年の初めごろまで）が過ぎてからでした。（マラ 3:1）お二方は，忠節な聖書研究者たちの少人数の隊伍を喜ばれました。そのグループは，心がエホバおよびみ言葉と共にあることを示したのです。もちろん，彼らは幾らか清めを必要としていましたが，試みと精錬が続いたしばらくの期間，謙遜にこたえ応じました。（マラ 3:2-4）それら忠実な聖書研究者たちは真のクリスチャン，つまり小麦でした。霊的な回復の時となった1919年，イエスは聖書研究者の中から，有能な油そそがれた兄弟たちを選んで忠実で思慮深い奴隷とし，召使いたちの上に任命しました。
13 では，召使いたちとはだれですか。端的に言えば，養われる人たちです。終わりの日の初期，召使いたちはすべて油そそがれた者でした。その後，召使いたちに，ほかの羊の大群衆が含まれるようになります。ほかの羊は現在，キリストの指導のもとにある「一つの群れ」の大多数を占めています。（ヨハ 10:16）これら二つのグループは，忠実な奴隷により分配される，時に応じた同一の霊的食物から益を得ています。今日，忠実で思慮深い奴隷を構成している統治体のメンバーはどうですか。それらの兄弟たちも霊的に養われる必要があります。ですから，個人としては，イエスの真の追随者たちすべてと同じく，召使いであることを謙遜に認めます。
14 イエスは忠実で思慮深い奴隷に重要な責任をお与えになりました。聖書時代，信頼の厚い奴隷つまり家令は，家の管理人でした。（ルカ 12:42，脚注）ですから忠実で思慮深い奴隷には，信仰の家の者たちを世話する責任が課されています。それには，物質的な資産や伝道活動や大会でのプログラムを監督する責任，さらには宣教で，また個人研究や会衆の集会で用いる聖書文書の生産を監督する責任なども含まれています。召使いたちは，集合体としての奴隷によって分配される霊的食物すべてを必要としています。
主人のすべての持ち物をつかさどるように任命される ― いつ？
15 二度目の任命，つまりイエスが「自分のすべての持ち物をつかさどらせる」ための任命はいつ行なわれますか。イエスはこう言いました。「主人が到着して[字義，「来ていて」，脚注]，そうしているところを見るならば，その奴隷は幸いです。あなた方に真実に言いますが，主人は彼を任命して自分のすべての持ち物をつかさどらせるでしょう」。（マタ 24:46，47）二度目の任命は，イエスが到着し，奴隷が「そうしている」ところ，つまり霊的食物を忠実に分配しているところを見た後に行なわれることに注目してください。ですから，二つの任命は間隔を置いて行なわれます。イエスが自分のすべての持ち物をつかさどらせるために奴隷をいつ，どのように任命するかを理解するには，次の二つのことを知る必要があります。イエスはいつ到着するか，そしてイエスの持ち物には何が含まれるか，ということです。
16 イエスはいつ到着されますか。その答えは文脈から分かります。すでに学んだように，マタイ 24章46，47節の少し前の幾つかの節にある，イエスが「来る」という表現は，イエスがこの体制の終わりに裁きを宣告し執行する時のことを言っています。（マタ 24:30，42，44）ですから，忠実な奴隷の例えでイエスが『到着する』つまり「来る」と言われているのは，大患難の時のことです。
17 では，「[イエスの]すべての持ち物」には何が含まれますか。イエスは「すべての」という語に修飾語を加えず，持ち物を地上の物事だけに限定されませんでした。実際，イエスは広範にわたる天的な権威を持っており，「わたしは天と地におけるすべての権威を与えられています」と述べています。（マタ 28:18。エフェ 1:20-23）今その持ち物には，メシア王国が含まれています。1914年以来この王国はイエスのものであり，油そそがれた追随者たちと分け合うことになります。―啓 11:15。
18 以上の事柄から，どんな結論を下せますか。イエスは大患難において裁きのために来る時，忠実な奴隷が召使いたちに時に応じた霊的食物を忠節に分配してきたのを見ます。そして，二度目の任命，つまり自分のすべての持ち物をつかさどらせるための任命を喜んで行ないます。忠実な奴隷を構成する人たちは，天的な報いを受けてキリストの共同支配者となる時，この任命を受けます。
19 忠実な奴隷は他の油そそがれた者たちより大きな報いを天で受けるのでしょうか。そうではありません。少人数の一団に約束された報いが，最終的に他の人にも与えられるという場合があります。例えば，イエスが，死ぬ前の晩に11人の忠実な使徒たちに述べたことを考えてください。（ルカ 22:28-30を読む。）イエスは，少人数の男性の一団に，前途には忠実さの報いがある，と約束しました。彼らはイエスと共に王として権威の座に着くことになりました。しかしイエスは後に，14万4,000人全員が座に着き，イエスと共に支配することを示されました。（啓 1:1; 3:21）また，マタイ 24章47節にあるように，イエスは，少人数の男性の一団 ― 忠実な奴隷を構成する油そそがれた兄弟たち ― がご自分のすべての持ち物をつかさどるよう任命されることを約束しましたが，実際には，14万4,000人全員が，イエスの広範にわたる天的な権威を共に行使するのです。―啓 20:4，6。
20 イエスは，少数の人を通して多くの人を養うという1世紀に定めた型に従っておられます。忠実で思慮深い奴隷を任命し，油そそがれた者であれほかの羊であれ，ご自分の真の追随者たちが終わりの日の間中，時に応じた霊的食物を定常的に得られるようにしているのです。では，固い決意をもって，忠実で思慮深い奴隷を構成する油そそがれた兄弟たちを忠節に支持しましょう。そのようにして，ぜひとも感謝を表わしましょう。―ヘブ 13:7，17。
注記: （対応する節の脚注として読む。）
[脚注]
2節: イエスはその少し前に，類似した例えを述べておられます。その中でイエスは「奴隷」を「家令」として，「召使いたち」を「自分の従者団」として表わしました。―ルカ 12:42-44。
6節: キリストが「来る」こと（ギリシャ語，エルコマイ）は，キリストの「臨在」（パルーシア）とは異なります。目に見えないイエスの臨在は，イエスが裁きを執行するために来る前に始まります。
12節: この号の「見よ，わたしは……いつの日もあなた方と共にいるのです」という記事の10-12ページ5-8節を参照。
16節: この号の「わたしたちにお話しください。そのようなことはいつあるのでしょうか」という記事の7-8ページ14-18節を参照。
[研究用の質問]
1，2. 今日，イエスがわたしたちを養う経路として用いているのは，だれですか。その経路を認識するのが肝要なのは，なぜですか。
 3. わたしたちの出版物は，忠実な奴隷に関する例えについて，何と述べてきましたか。
4-6. 忠実な奴隷に関するイエスの例えは，1914年の後でなければ成就しない，と結論できるのはなぜですか。
 7. 収穫の季節が始まって，どんな重要な質問が生じましたか。なぜですか。
 8. 忠実な奴隷が，油そそがれたクリスチャンで構成されているのは，なぜふさわしいことですか。
 9. 油そそがれたクリスチャン全員が忠実な奴隷を構成するのでしょうか。説明してください。
10. 忠実で思慮深い奴隷とはだれのことですか。
11，12. （イ）忠実で思慮深い奴隷は，どんな二つの任命を受けますか。（ロ）イエスはいつ，忠実な奴隷を召使いたちの上に任命しましたか。だれを選びましたか。
13. 召使いたちにはだれが含まれますか。なぜですか。
14. （イ）忠実な奴隷にはどんな責任が課されていますか。それには，何が含まれますか。（ロ）イエスは，忠実で思慮深い奴隷にどんな警告を与えましたか。（「もしそのよこしまな奴隷が……」という囲みを参照。）
15，16. イエスが自分のすべての持ち物をつかさどらせるために忠実な奴隷を任命するのは，いつですか。
17. イエスの持ち物には何が含まれますか。
18. イエスが，自分のすべての持ち物をつかさどらせるための任命を喜んで行なうのは，なぜですか。
19. 忠実な奴隷は他の油そそがれた者たちより大きな報いを天で受けますか。説明してください。
20. イエスが忠実な奴隷を任命したのはなぜですか。あなたはどんな決意を抱いていますか。
[20ページの図版]
[22ページの囲み記事]
要点が分かりましたか
「忠実で思慮深い奴隷」: キリストの臨在の期間中，霊的食物の準備と分配に直接かかわる，油そそがれた兄弟たちの少人数の一団。今日，それら油そそがれた兄弟たちが統治体を構成している
「召使いたち」: 油そそがれた者であれほかの羊であれ，養われる人たちすべて
「召使いたち……の上に任命した」: 1919年，イエスは有能な油そそがれた兄弟たちを選んで，忠実で思慮深い奴隷とした
「主人は彼を任命して自分のすべての持ち物をつかさどらせる」: 集合体としての奴隷を構成する人たちは，天的な報いを与えられる時にこの任命を受ける。奴隷を構成する人たちだけでなく14万4,000人全員が，キリストの広範にわたる天的な権威を共に行使する
[22，23ページの図版]
天的な希望を抱いていても地的な希望を抱いていても，わたしたちはすべて召使いであり，時に応じた同一の霊的食物を必要とする
[24ページの囲み記事]
「もしそのよこしまな奴隷が……」
  イエスは忠実で思慮深い奴隷に非常に重い責任を課してこられました。それは，召使いたちを監督し，時に応じた霊的食物を与えるという仕事です。イエスは，仕事の責任が重くなれば，言い開きをする責任も重くなることをご存じでした。（ルカ 12:48）ですから，忠実で思慮深い奴隷に関する例えの最後で，強力な警告を語られました。
  その警告は，よこしまな奴隷に関するものです。この奴隷は心の中で，自分の主人は遅れていると決め込み，仲間の奴隷たちをたたき始めます。主人は到着した時，よこしまな奴隷を「最も厳しく」罰します。―マタイ 24:48-51を読む。
  イエスは，終わりの日に，よこしまな奴隷級が存在するようになる，と言っておられたのでしょうか。そうではありません。イエスの言うよこしまな奴隷のような精神を表わした人たちがいたのは確かです。油そそがれた者であったとしても「大群衆」に属していたとしても，そのような精神を表わす人は，背教者です。（啓 7:9）しかし彼らは，よこしまな奴隷級を構成するわけではありません。イエスは，よこしまな奴隷を任命するとは言われませんでした。このイエスの警告は，実際には，忠実で思慮深い奴隷に向けられたものです。
  イエスがその警告を，「もし」という言葉で始めていることに注目してください。ある学者は，ギリシャ語本文のこの部分は，「事実上，仮定の話である」と述べています。イエスはいわば，「忠実で思慮深い奴隷が仲間の奴隷たちをこのように虐待することがあれば，主人は到着した時にこれこれの行動を取る」と言っておられたのです。（ルカ 12:45も参照。）しかし，忠実で思慮深い奴隷はずっと見張り，栄養豊かな霊的食物を与え続けてきました。
  忠実な奴隷として共に奉仕する油そそがれた兄弟たちは，召使いたちに対する世話について主人に言い開きをする責任があることを認めています。それら油そそがれた兄弟たちの心からの願いは，主人がついに到着した時に「よくやった」と言われるよう，自分たちの責任を忠節に果たすことです。
[25ページの図版]
14万4,000人全員が，イエスの広範にわたる天的な権威を共に行使する（19節を参照）
















^ ***喜歌 111番 喜びはあふれる***
111番
喜びはあふれる
（マタイ 5:12）
1. エホバの祝福に心は高鳴る
神を愛する人 仲間に加わる
神の言葉からの教え日々受けて
信仰強くなり喜び高まる
喜びの炎は心に燃え立つ
苦難の中でさえ消えることはない
（※ 繰り返し）
エホバは喜び 私の喜び
心からたたえよう
偉大なエホバを
2. 美しい地球にあふれる命も
広大な宇宙もエホバをたたえる
さあ伝えていこう 明るい未来を
王国の祝福 世界に告げよう
永遠の喜び いよいよ近づく
暗い夜は明けて全てが輝く
（※ 繰り返し）
エホバは喜び 私の喜び
心からたたえよう
偉大なエホバを
（申 16:15; イザ 12:6; ヨハ 15:11も参照。）



^ ***喜歌 128番 終わりまで耐え忍ぶ***
128番
終わりまで耐え忍ぶ
（マタイ 24:13）
1. エホバの言葉とその約束
命へつながる確かな希望
信仰の強度 試される時
いつも考える 神の日のこと
2. 人への恐れや揺らぐ心
初めに抱いた愛を弱める
献身の温度 試される時
いつも温かく神が寄り添う
3. 終わりまで耐える 諦めずに
命の書に名を残されるため
嵐が過ぎ去り光差す時
確かに目にする 神の救いを
（ヘブ 6:19; ヤコ 1:4; ペテ二 3:12; 啓 2:4も参照。）









^ ***ijwyp 記事99 良心がきちんと働くようにするには***
若い人は尋ねる
良心がきちんと働くようにするには
良心は次のどれに似ていると思いますか。
● コンパス
● 鏡
● 友達
● 裁判官
正解は4つ全部です。どうしてそういえるのでしょうか。
良心とは
良心がきちんと働くようにした方がいいのはなぜ？
良心をきちんと働かせるには
若者のコメント
良心とは
良心とは私たちの心にある善悪の感覚のことです。良心は「人の心に書かれた律法のようなもの」だと聖書は述べています。（ローマ 2:15，「現代英語訳」）良心がきちんと働けば，自分がすることや過去の行いを正しく評価できます。
● 良心はコンパスに似ている。危険を回避するために正しい方向に導いてくれます。
● 良心は鏡に似ている。道徳感覚を映し出し，心の中の本当の自分を明らかにします。
● 良心は良い友達に似ている。良いアドバイスを与え，成功するように助けてくれます。そのアドバイスを聞くかどうかはあなた次第です。
● 良心は裁判官に似ている。何か間違ったことをしたら，知らせてくれます。
ポイント 良心は，あなたが（1）良い決定をし，（2）間違いを正すために欠かせないものです。
良心がきちんと働くようにした方がいいのはなぜ？ 
聖書は「健全な良心を保ってください」と述べています。（ペテロ第一 3:16）そうするには，良心をきちんと働かせる必要があります。
「親にうそをついてどこにいたのか内緒にしていました。最初は良心が痛みましたが，だんだん何ともなくなってきました」。ジェニファー
やがてジェニファーは良心に促され，自分がしていたことを親に伝え，うそをつくのをやめました。
考えてみよう ジェニファーはもっと早い段階で良心の警告に気付けたと思いますか。
「裏表がある生活を送るのは大変で，ストレスフルです。良心の声を無視して一度悪い決定をしてしまうと，どんどんエスカレートしてしまいます」。マシュー
良心の声を全く無視している人たちもいます。聖書によると，その人たちは「道徳感覚がまひして」います。（エフェソス 4:19）「グッド･ニュース訳」（英語）は「彼らは全く恥を感じなくなっています」と述べています。
考えてみよう 悪いことをしても全く罪悪感を抱かない人は本当に幸せなのでしょうか。どんな問題を抱えると思いますか。
ポイント 健全な良心を持つためには，「識別力を訓練し」，「正しいことも悪いことも見分ける」ことが必要です。（ヘブライ 5:14）
良心をきちんと働かせるには
良心をきちんと働かせるには，自分の行動を一定の基準に照らして評価することが必要です。次の人が持っている基準に影響を受けている人たちもいます。
● 家族や文化
● 友達
● 有名人
でも，聖書に書かれている道徳基準の方が優れています。それもそのはずです。聖書は「神の聖なる力の導きによって書かれたもの」であり，人を造った神は私たちの幸せを誰よりも願っているからです。（テモテ第二 3:16）
幾つかの例を考えましょう。
聖書の基準 「何事においても正直に行動したいと願っています」。（ヘブライ 13:18）
● テストでカンニングしたり，親にうそをついたり，盗んだりしたくなったときに，このアドバイスはどのように役立ちますか。
● 何事においても正直に行動するなら，どんな良いことがありますか。
聖書の基準 「性的不道徳から逃げ去りなさい！」（コリント第一 6:18）
● ポルノを見ることや，結婚前の性関係を持つという誘惑に遭ったときに，このアドバイスはどのように役立ちますか。
● 性的不道徳から逃げ去るなら，どんな良いことがありますか。
聖書の基準 「親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，……寛大に許し合いましょう」。（エフェソス 4:32）
● きょうだいや友達とけんかしたときに，このアドバイスはどのように役立ちますか。
● 人を許し，思いやるなら，どんな良いことがありますか。
聖書の基準 「エホバは……暴力を愛する人を憎む」。（詩編 11:5）
● この言葉は，映画やテレビ番組，ゲームなどを選ぶときにどのように役立ちますか。
● 暴力的なエンターテインメントを避けるなら，どんな良いことがありますか。
体験談 「友達が暴力的なゲームをしていたので，僕もしていました。お父さんにそういうゲームをしてはいけないと言われましたが，友達の家でしていました。家に帰ると，そのことを黙っていました。お父さんにどうしたのと聞かれても，大丈夫と答えていました。でもある時，詩編 11編5節を読んで心が痛みました。やめなきゃいけないと気付いて，今度はやめました。僕がやめるのを見て，友達の1人もやめました」。ジェレミー
考えてみよう ジェレミーの良心が働き始めたのはいつでしたか。良心の声を聞くようになったのはいつでしょうか。ジェレミーの経験から何が学べますか。
ポイント 良心は，本当の自分やあなたが大切にしていることを明らかにします。良心を調べると，あなたについてどんなことが分かりますか。
若者のコメント
「良いことと悪いことを知っていても，正しいことができるわけではありません。コンパスが進む方向をちゃんと示しているなら，その方向に沿って行動しなければいけません」。アレクシス
「良心はあなたを閉じ込めるフェンスではなく，行くべき場所へと導いてくれる道です。そこには，道徳上の危険を知らせる標識があります」。ライオネル
「ほかの人の良心に頼って決定しないことを学びました。良心の声が聞こえてきたら，無視しないようにしています。誰かに合わせようとして自分の道徳観を変えるのは良くないと思います」。イザベラ
まとめ: 良心がきちんと働くようにするには
● 聖書の基準の価値について考える。聖書は神の導きによって書かれた。人を造った神は私たちの幸せを誰よりも願っている。
● 自分の良心と聖書の基準を比べる。神と同じ見方をする上でどうすれば成長できるだろうか。
● 聖書の基準を守る。聖書の基準を学び，それに合わせて毎日の決定をする。
​​良心がきちんと働けば，良い決定ができる。
​​​​​​​​​



^ ***ijwia 記事6 「主を見ました！」***
その信仰に倣う | マリア･マグダレネ
「主を見ました！」
マリア･マグダレネは空を見上げ，目から涙を拭っています。愛する主が杭（くい）に掛けられています。春の日の正午でしたが，「闇が全土に垂れ込めて」います。（ルカ 23:44，45）マリアは衣服を握り締め，近くの女性たちと身を寄せ合います。暗闇は3時間続いています。もし日食であれば一瞬で終わるはずです。マリアにもイエスの近くにいたほかの人たちにも，夜行性の動物の鳴き声が聞こえてきたことでしょう。この光景を見ていたある人たちは「非常に畏れ，『確かにこの人は神の子だった』と言」います。（マタイ 27:54）イエスの弟子たちは，エホバが悲しんで，自分の子がひどく扱われたことへの怒りを表している，と考えたかもしれません。
マリア･マグダレネにとってその場にいるのはつらいことでしたが，そこから離れようとはしません。（ヨハネ 19:25，26）イエスは想像もつかないほどの苦しみを味わいました。イエスの母親には慰めや支えが必要でした。
マリアはイエスがしてくれたことを思うと，イエスのためにできることは何でもしたいと思っていました。かつては人に見下げられた惨めな自分をイエスが変えてくれたのです。イエスのおかげで自尊心が満たされ，生きる目的がはっきりと分かりました。マリアは信仰のあつい女性になりました。どうしてそういえるでしょうか。マリアの信仰から私たちはどんなことを学べますか。
「自分の持ち物を使ってイエスと使徒たちに仕えていた」
聖書中のマリア･マグダレネの記述は，奇跡で助けてもらった場面から始まります。イエスはマリアを，悪夢のような恐ろしい状況から解放しました。当時，邪悪な天使たちは大勢の人を苦しめていて，人々に取りつくことさえありました。邪悪な天使たちがマリアにどんな影響を与えていたかは分かりません。狂暴で性格のゆがんだ邪悪な天使7人が取りついていた，ということは分かっています。でも，イエス･キリストが追い出してくれました！ （ルカ 8:2）
やっと自由になり，全く新しい人生を送れるようになったマリアは，どれほどほっとしたことでしょう。マリアは感謝をどのように表したでしょうか。イエスの忠実な弟子になりました。また，食事や衣服，宿などイエスや使徒たちが必要としていたものによく気が付き，助けました。彼らは裕福ではなく，生計を立てるための仕事をしていませんでした。宣教に専念するために，物質面でのサポートを必要としていました。
マリアとほかのたくさんの女性たちは「自分の持ち物を使ってイエスと使徒たちに仕え」ます。（ルカ 8:1，3）女性たちの中には裕福な人もいたかもしれません。行く先々で，彼女たちが料理や洗濯，宿の手配をしたかどうか聖書は述べていません。でも，共に旅する20人ほどの仲間たちを進んで世話します。女性たちのおかげで，イエスと使徒たちは伝道活動に専念できたはずです。マリアは，イエスがしてくれたことへの十分なお返しはできないことを知っていましたが，イエスに精一杯仕えることが大きな喜びでした。
現代では，人のために地味な仕事をする人はよく見下げられてしまいますが，神の感じ方は違います。神は，マリアがイエスと使徒たちに一生懸命尽くすのを見て，どんなに喜んだことでしょう。今日でも，神に忠実な大勢のクリスチャンが喜んで目立たない奉仕をしています。ちょっとしたプレゼントや温かい言葉を掛けるだけでも，価値があります。そのような気遣いはエホバに喜ばれます。（格言 19:17。ヘブライ 13:16）
「イエスの苦しみの杭のそばに」
西暦33年，イエスが過ぎ越しの祭りを祝うためにエルサレムに向かった時，マリア･マグダレネとほかの大勢の女性たちが同行しました。（マタイ 27:55，56）マリアはイエスが夜中に捕まって裁判に掛けられたことを聞いて，とても怖くなります。状況は悪くなります。総督ポンテオ･ピラトが，ユダヤ人の宗教指導者たちと彼らにそそのかされた群衆の圧力に負けて，イエスを杭に掛けて処刑するよう宣告したのです。マリアは，自分の主が血だらけになって疲れ果て，処刑用の長い柱を引きずり，苦しみながら通りを進んでいるのを見ていたに違いありません。（ヨハネ 19:6，12，15-17）
イエスが処刑され，闇が真昼ごろに垂れ込めた時，マリアとほかの女性たちは「イエスの苦しみの杭のそばに」立っていました。（ヨハネ 19:25）マリアは一部始終を見守っていました。イエスが母親の世話を愛する使徒ヨハネに託し，天の父に向かって苦しみの叫び声を上げ，亡くなる直前に「成し遂げられた！」と力強く叫びます。マリアはいたたまれない思いでしたが，イエスが亡くなった後もそこにいたと思われます。後にアリマタヤのヨセフという裕福な男性がイエスの遺体を新しい墓に横たえた時，その墓のそばにとどまっていました。（ヨハネ 19:30。マタイ 27:45，46，57-61）
マリアの手本から，難しい状況にある信仰の仲間を励ますことの大切さが分かります。私たちは悲惨な出来事を防いだり，仲間の痛みをなくしたりすることはできないかもしれません。それでも，仲間を思いやり，元気づけることはできます。困難な時期に頼りになる友人がいるのは心強いものです。親身になって助けるなら，大きな慰めになり，エホバと仲間たちに揺るぎない愛を示すことになります。（格言 17:17）
「私が引き取ります」
イエスの遺体が墓に置かれた後，マリア･マグダレネとほかの女性たちはイエスの体に付ける香料をさらに買います。（マルコ 16:1，2。ルカ 23:54-56）安息日の後にマリアは朝早く起きます。マリアがほかの女性たちと共に薄暗い通りを歩き，イエスの墓に向かっているところを思い描いてください。向かう途中，墓の入り口をふさいでいる重い石をどうやってどかしたらいいだろうかと思います。（マタイ 28:1。マルコ 16:1-3）でも，引き返しません。自分たちにできることをしたら，後はエホバに委ねよう，という信仰があったのでしょう。
最初に墓に着いたのはマリアだったかもしれません。マリアは立ち尽くします。石がどけられていて，墓が空っぽだったのです！ 行動力があるマリアは，自分が見た事をペテロとヨハネに報告しに走っていきます。息を切らしながら，大声でこう言います。「誰かが主を墓から運び去りました。どこに持っていったのか分かりません」。ペテロとヨハネは急いで墓に向かい，空っぽなのを確かめると，自分の家に戻っていきました。 （ヨハネ 20:1-10）
マリアは墓に戻り，独りでそこにとどまっています。早朝，静寂に包まれた墓の前で，涙がこみ上げてきます。前かがみになって墓の中をのぞきます。主イエスがいなくなったことがいまだに信じられません。すると驚くべき光景を目にします。白い衣服をまとった2人の天使が座っているのです！ 2人は「なぜ泣いているのですか」と言います。マリアは戸惑いながら，使徒たちに報告したのと同じことを言います。「誰かが私の主を運び去り，どこに持っていったのか分からないのです」。（ヨハネ 20:11-13）
マリアが振り返ると，男性が1人立っていました。それが誰なのか分からず，てっきり庭師だと思います。男性はマリアに「なぜ泣いているのですか。誰を捜しているのですか」と優しく言います。マリアは「もし主を移動させたのでしたら，どこに置いたのか教えてください。私が引き取ります」と言います。（ヨハネ 20:14，15）マリアの発言について考えてみてください。この女性は自分1人で，強くてたくましかったイエスの遺体を持ち上げて運ぶことができるでしょうか。マリアはあれこれと考えたりはしませんでした。自分にできることをする，ということだけを考えていました。
自分には耐えられないと思えるような悲しみや問題に遭うとき，マリアに倣うことができるでしょうか。自分の弱さや限界のことばかり考えると，恐れや不安にとらわれてしまうかもしれません。自分にできる全てのことをしたら，後は神に委ねましょう。そうすれば，想像をはるかに超えることを行えるかもしれません。（コリント第二 12:10。フィリピ 4:13）何よりも，エホバが喜んでくださいます。マリアはエホバに喜ばれ，思いも寄らない仕方で報われました。
「主を見ました！」
マリア･マグダレネの目の前に立っている男性は庭師ではありません。この男性はかつて大工で，その後は教師，そしてマリアの愛する主でした。でもマリアは男性が誰なのか分からなかったので，その場から立ち去ろうとします。マリアは想像もできなかったかもしれませんが，イエスは強力な天使として生き返らされたのです。イエスは肉体を身に着けて現れましたが，以前の姿ではありませんでした。イエスは復活してからしばらくの間，自分をよく知る弟子たちにさえ気付かれることはありませんでした。（ルカ 24:13-16。ヨハネ 21:4）
イエスはどのようにマリアに自分のことを明らかにしたでしょうか。「マリア！」と一言言います。マリアはその声を聞いてすぐに振り向き，「ラボニ！」と言います。これはマリアがイエスに呼び掛ける際に何度も使ったヘブライ語です。目の前にいるのは愛する教師です！ マリアは喜びがこみ上げてきます。イエスにしがみつき，放そうとしません。（ヨハネ 20:16）
イエスはマリアの気持ちを分かっています。「私にすがり付くのはやめなさい」と言います。恐らくイエスはほほ笑みながら優しく語り掛け，マリアの手をそっと離します。そして「私はまだ父のもとへ上っていません」と述べて安心させます。イエスが天に戻るのはまだ先の話です。イエスには地上でやるべきことがあり，マリアに手伝ってほしいと思っています。マリアは一心にイエスの言うことに耳を傾けます。イエスは「私の兄弟たちの所に行って，こう伝えなさい。『私は，私の父であなたたちの父である方，私の神であなたたちの神である方のもとへ上る』」と言います。（ヨハネ 20:17）
主から務めを与えられました！ マリアは復活したイエスを見た最初の弟子の1人です。そして今，この良い知らせを伝える機会を託されます。マリアはどれほど喜びにあふれ，弟子たちを懸命に探したことでしょう。マリアは息を切らしながら，心の中で響いていた言葉を発します。「主を見ました！」この言葉は弟子たちの脳裏にも深く刻まれました。マリアは興奮した様子で，イエスが話した全てのことを矢継ぎ早に言います。（ヨハネ 20:18）弟子たちはイエスの墓に行ったほかの女性たちに加え，マリアからも話を聞きました。（ルカ 24:1-3，10）
「女性たちを信じようとしなかった」
弟子たちの反応はどうでしたか。最初は「そうした話はあり得ないことに思え，女性たちを信じようとし」ませんでした。（ルカ 24:11）弟子たちに悪気はありませんでしたが，彼らは女性への不信感が強い社会の中で育ちました。ラビの伝承によると，女性は法廷で証言できませんでした。使徒たちは自分たちが思う以上に文化の影響を受けていたのでしょう。でもイエスと父エホバにそのような偏見はありません。この忠実な女性を信頼していたのです。
マリアは弟子たちの反応に腹を立てたりはしません。主イエスが自分を信頼してくれていたので，それで満足でした。イエスに従う全ての人たちも同じように信頼され，伝えるべきメッセージが託されています。聖書はそのメッセージを「神の王国の良い知らせ」と呼んでいます。（ルカ 8:1）イエスは全ての人が弟子たちのことを信じたり，その活動を受け入れたりするわけではないと予告しました。むしろその逆です。（ヨハネ 15:20，21）私たちはマリア･マグダレネのことを覚えておきましょう。マリアは同じ信仰を持つ兄弟たちが信じてくれなくても，復活したイエスについて伝える喜びがなくなることはなかったのです。
やがてイエスは使徒たちに，その後より大勢の弟子たちに現れました。一度に500人以上の人たちに現れたこともあります。（コリント第一 15:3-8）マリアは実際に見たか人から聞いたかにかかわらず，イエスが現れるたびに信仰が強くなっていきました。ペンテコステの日にエルサレムで集まりが開かれ，弟子たちに聖なる力が注がれた時，そこにいたと思われます。（使徒 1:14，15; 2:1-4）
いずれにしても，マリアは確かに最後まで信仰を保ちました。私たちも同じように最後まで信仰を保つ決意をしましょう。イエスがしてくれた全てのことに感謝を表し，神の助けを信頼しつつほかの人に謙遜に仕えることにより，マリア･マグダレネの信仰に倣いましょう。
[脚注]
マリアが墓のあった場所を離れた後に，ほかの女性たちの前に天使が現れてキリストの復活について告げたようです。そうでなければ，マリアは天使が現れてイエスの体がなくなった理由を話してくれたと，ペテロとヨハネに報告したはずです。（マタイ 28:2-4。マルコ 16:1-8）
​​イエスの母親はそばにいたマリア･マグダレネに慰められた。
​「私が引き取ります」。
​「主を見ました！」
​​​​​​
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